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諭i欝
酵 鰐 ・B・ヒン些

私
は少 し前，一連の面自 い書物 を読み

ました。 その中には，ナザレのイエ

スの物語か ら神秘的 な要素 を取 り除 こうと

する試みに関す る， アメ リカ，イギ リス，

ヨーロッパの神学者たちの才気あふれる論

文が載せ られていました。ある才能豊かな

プロテスタ，ントの信者 はこう書いていますδ

「古 くか らの教 えに疑いを差 しはさむ神

学者たちか ら， まことに厄介な問題が投げ

げん

かけられている。彼 らの言1ζよる と，神 と

いう言葉は多 くの人々 にとって，意味のな

い言葉 になって きているか ら，捨て去るべ

きだ というのである。

イエスとは何者か という，自由主義的神

学者が持ち出 した この問題は，元を正せば

昔か ら何度 も繰 り返 されて きた ものであり，

キリス ト教会を分裂 させた ものでもある。

宗教改革者たちは……真裡の唯一の源泉
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として聖書に立ち返ったが，彼 らの聖書か

らは，編集の段階で，奇跡的な出来事 は削

除され，それに関 して読者 を当惑 させ るよ

うな注解が付け られていた。ある者はそれ

を非神話化論 と言い， ある者は合理的解釈

と呼ぶ。

この新 しい波が掲示 しているの は，宗教

とは名 ばか りのキリス ト教であ り，その信

仰の基盤 は ある種 の哲学体 系 で ある。J

(Fo吻n6，December1965，p.173)

この ように，現在 のある神学者たちは，

主からその神性 をはぎ取ろうと画策 してき

ました。そしてそのうえで，なぜ人々は主

を礼拝 しようとしないのか と首 をかしげて

いるのです。彼 らはイエスか ら神性 という

衣をはぎ取 り， 自分に従 う人 々に，イエス

をただの人間 としてしか見せていないので

す。彼 らは自分の狭い考 えに合わせて，イ

エスを作 り変えようとしています。 そして，

その過程において，主が神の御子 であるこ

とを否定 し， この世か ら義の王を奪い取 っ

てきたのです。

このかな りの影響 を持つ偽 りの聖書解釈

は，いつの時代に も，特 に若人の信仰 を揺

さぶ り，1多くの人々 をえじきとしてきまし

た。その解釈 と，彼 らに及ぼした大 きな影

響力 とについて読 んでいると，古代の予言

者 アモスを通 して語 られた主のみ言葉が，

新たな明快さをもって迫 ってきます。

「主なる神は言われ る
， 『見 よ，わたしが

ききんをこの国に送る日が来 る， それはパ

ンのききんではない，水にかわ くのでもな

い，主の言葉 を聞 くことのききんである。

彼らは海から海へさまよい歩 き，主の言

葉 を求めて， となたかなたへはせ まわ る，

しかしこれ を得ないであろう。

その 日には美 しいお とめ も，若 い男 もか

わ きのために気を失 う。

一必ず倒れる。再び起 きあがる ことはな

い』。」(ア モス8：11-14)

これ らの言葉は・現代の多 くの人々の状

態を実によく言い当ててい ます。若い人だ

けでな く，心 に喜びを与えて くれ る信仰を

求めなが らも，与 える側の問題 のゆえにそ

れをはねつけ，渇 きのために気を失い，倒

れ，再 び起き上が ることのないすべての人

人 の状態 を表わ しています。

私たちは このような人々に厳粛 に証 した

い と思います。神は死んだという人々がい

ますが，神は死 んではお られ ません。
かなめ

私たちはイエス ・キ リス トこそ信仰の要

となる御方であると信 じてい ます。 この教

会 は正式には末日聖徒イエス ・キリス ト教

会 といい ます。私たちはイエス ・キ リス ト

を主，救い主 として礼拝 しています。聖書

を神のみ言葉 として受け入れ，メシヤの降

臨 を予言 した旧約聖書の予言者たちは，神

の霊感の下 に語 ったと信 じています。そし

て，神の御子，すなわち肉において御父の

生みた もう独 り子の誕生，教 えと導 きの業，

死，復活 などの出来事を書 き残 したマタイ，

マルコ，ルカ， ヨハネの記録 を誇 りとして

い ます。古代 のパ ウロのように，私たちは

「福音 を恥 としない
。それは……救いを得

させ る神 の力」(ロ ーマ1：16)だ か らで

す。 また，ペ テロの ように，イエス ・キリ

ス トのみ名以外に，「わた したちを救いうる

名 は……天下 のだれ にも与 え られ ていな

い」(使 徒4'：12)と 宣言 してい ます。

私たちが新世界の証 として受け入れてい
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グ ロ の墓偶 イエスガ拗 御子であることを証』
ニコ=家 遠の生命を確かなものにレてωます。

るモルモ ン経は，かつて この西半球に住ん

でいた予言者たちの教 えを伝 えると共 に，

ユダヤのベツレヘムで生 まれ，カルバ リの

丘で亡 くなられた御方 を証 しています。モ

ルモ ン経は，、確 たる信仰を持たず に揺れ動

くこの世に与 えられたもうひ とつの証であ

り，主の神性 をはっきりと証 してい ます。

冒頭の部分には，、1500年前 のアメ リカ大陸

に生 きたひ とりの予言者の言葉が書かれて

います。そこには，この記録の 目的は，「ユ

ダヤ人 と異邦人 とにイエスは永遠の神 なる

キ リス トに ましまして，万国の民 に現われ

た もうことを確信 させ ることである」 とは

っきり述べ られてい ます。

現代 の啓示，教義 と聖約の中で，主 は次

のような言葉で，御 自身についてはっきり

と宣言 しておられます。「われ はアルパ にし

てオメガな り。主なるキリス トな り。すな

わちわれは始 めにして終 りなり。世の磧い

主な り。」(教 義 と聖約ね ：1)

蹟 い主 は全入類が生 きられ るように，御

自分の命 を捨 てて痛 ましい代価を支払われ

ました。教義 と聖約の この宣言は，私たち

にその代価を決 して忘 れてはならない こと

を気付 かせて くれます。ゲツセマネでの苦
あざけ

悶，法廷 における ひどい嘲 り，肉を引 き裂
かんむり

く残酷ないばらの冠， ピラ トに死刑を要求

す る暴民たちの叫び，手 と足 を釘で貫かれ

た時の身の毛 もよだつ苦痛，あの悲 しみの

日に十字架上で味わわれた身を引き裂 くよ

うな苦 しみ，「父 よ，彼 らをおゆるしくださ

い。彼 らは何をしてい るのか，わからずに

いるのです」(ル カ23：34)と い う叫び，私

たちは これ らの ことを決 して忘れてはな り

ません。

主は十字架 という拷問の道具で苦 しみを

受けました。十字架が用い られたのは平和
いや

の君 を滅 ぼすためで した。病人を癒 し，盲

目の人の目を開け，死者 をよみが えらす奇

跡の業 をされた御方に対する報ヤ)が，この

恐ろしい道具だ ったのです。 そして，主は

荒涼 としたゴルゴダの丘の十字架の上で，

息を引 き取 られ ました。

私たちは，救い主 にして蹟 い主たる神の

御子が・私たち一人一人のために身代わ り

の犠牲 となられた ことを決 して忘れてはな

りません。丘ダヤ人たちの安息 日の前日の
むくろ

夕べにその場にいた人々は，主の骸が降ろ

され，借 り物の墓の中に急いで葬 られるの

を見た時，夕暮れの闇の中に希望を奪い去

られました。最も熱心で賢明な弟子たちも

その例外ではありませんでした。彼らは主

が以前に言われたことを理解 していません
どうけい

で した。信 じていた主が死 に，憧憬，信仰，

希望めすべてを寄せていた主が帰 らぬ人 と

なってしまったのですpか つて・永遠の生

命 を語 り，ラザロを墓か らよみが えらせた

主 も，今やその悲 しみに満ちた短い生涯 を

終 え，すべての人 と同 じように世を去って

しまっ，たのです。その生涯は， はるか昔，

イザヤが予言 した通 りの ものでした。「彼 は
あなど

侮 られて人 に捨て られ，悲 しみの人で，病

を知っていた。……

一彼はわれわの とがのために傷つ けら
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れ，われわれの不義のために砕かれたのだ。

彼はみずか ら懲 らしめをうけて，われわれ

に平和 を与 え……」(イ ザヤ53：3，5)今

や 主はこの世 の人ではありませ んでした。

主を愛 していた人が，今の土曜 日に当た

るユダヤ教の安息 日の長い時間を，主の死

を考えて どのような気持ちでいたかは，想

像することしかで きません。

そ して，今 日では主の安息 日と呼ばれる，

週の初 めの日が来 ました。悲 しみに沈 んで

その墓へやって来た人々に，主に仕えるみ

使いが宣言 しました。「あなたがたば，なぜ

生 きた方を死人の中にたずねているのか。」

(ノレカ24：5)「 もうここにはお られない。

かねて言われた とお りに，よみがえられた

のである。」(マ タイ28：6〉

人類 の歴史中，最 も偉大 な奇跡が起 こっ

たのです。主 は先 に，「わた しはよみがえ り

であ り，命 である」(ヨ ハ ネ11：25)と 弟子

たちに言われましたが，彼 らはそれ を理解

することができませんでした。 しか し，今

や彼 らはその言葉 の意味 を悟 りました。悲
せきばく

しみ，苦 しみ，寂寛の中に息を引き取 られ

た主が， その3日 後 に，すべての眠 る者の

初穂 として力 とうるわ しさと命の内によみ

がえ り，あらゆる時代の人々 に，「アダムに

あってすべての人 が死んでいるの と同 じよ

うに，キ リス トにあってすべての人が生か

されるのである」(1コ リン ト15=22)とrい

う保証 を与 えられたのです。

カルバ リの丘 にいたのは，死 を迎 えたイ

エスで した。 しか し，主は墓の中か ら，生

けるキリス トとして現われ られたのです。

十字架はユダの裏切 りの悲 しい結末であり，

ある意味でペテロの否定の結果 でもあ りま

から

した。 しか し，今やその空の墓は，イエス

が神の御子である ことを証 し，永遠の生命

を確かなものにしてい ます。 そして，未解

答のままになっていた 「人がもし死ねば，

また生 きる』でしょうか」(ヨ ブ14：14)と い

うヨブの問いかけに答 えを与えたのです。

主はその死 によって，人々から忘れ られ

ていたか も知 れません。良 くても，多 くの

偉大な教師の中のひ とりとして，歴史書の

数行 にその業績が書き留められていた くら

いか も知れ ません。しかし主はよみが えら

れ，命の主 となられました。弟子たちはイ

ザヤ と共に，確かな信仰を喜び歌 ったこと

で しょう。「その名 は， 『霊妙なる義士，大

能の神， とこしえの父，平和の君』 ととな

えられる。」(イ ザヤ9：6)

そ して，次の ヨブの言葉 も成就 されたの

です。「わた しは知 る，わた しをあがなう者

は生 きておられる，後の 日に彼は必ず地の

上 に立たれる。

わたしの皮が この ように滅ぼされたのち，

わた しは肉を離れて神 を見 るであろう。

しか も私の味方 として見るであろう。わ

たしの見 る者 はこれ以外の ものではない。

わたしの心はこれを望んで こがれる。」(ヨ

ブ19：25-27)

主 は今や，命 を治めるだけでな く，死 を

も治める御方で した。ですか ら，復活され

た主 を見た時に，マ リヤが叫んだ「ラボニ」

という言葉は，実に当 を得た ものだったの

です。死の苦痛は除かれ，墓 は勝 つことが

できませんで した。

臆病なペテロも人が変わ りました。 また，

あの うた ぐり深 い トマスで さえ，「わが主

よ，わが神 よ」(ヨ ハネ20：28)と ，厳粛に

聖徒の道/1983年9月 号
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二六こ 鋤的に，思える数多くの事柄に囲まれて苗日生活してωる私に

可 と元 在 スの瓠 を創 るの脚 ともたやず虎 と軌

心の底からの宣言をしました。かの驚 くべ

き時に主が語 られた，「信 じない者にならな

いで，信 じる者になりなさい」(ヨハネ20=

27)と い う言葉 は，いつまで も彼 らの心か

ら離れることが ありませ んで した。

それか ら，主 は多 くの人々に姿を現わさ

れました。パウロは 「五百人以上の兄弟 た

ちに，同時に現れた」(1コ リン ト15=6)

と書 き残 しています。

そして，西半球には別の民が住んでい ま

したが，主は この民の ことについて も，以

前に語 ってお られ ました。彼 らに 「天か ら

出てくるような声が聞 えた……

その声は，『わが喜ぶ愛子 を見よ。われは
よ

これに由 りてすでにわが名の栄光 を示 しぬ。
おう

わが愛子に聞け』 とかれ らに仰せになって

いた。

群衆 は……天 を仰 ぐと，天から一人の男
くだ

の方が降 りた もうのが見えた。 そのお方は

白い衣 を召して，降って きて群衆の中に立

ちた もうた。……

時 にそのお方は手を伸 して群衆 に話 しか

けて仰せになった。

『見よ
，われはイエス ・キリス トな り。

予言者 らが この世 に来 ると証 をした るその

者なり。
た
・起 ちてわれに近づけ』と

。」(皿二一 フ

ァイ11：3，6-10，14)

モ ルモ ン経のこの素晴 らしい記録 には，

主が古代アメリカの民の間で導きと教 えを

施 された時の ことが，数 多 く記 されてい ま

す。

では，最後 に現代の証 を見てみましょう。

全人類 の主は，時の絶頂の神権時代 として

予言 されていた この神権時代の幕を開ける

ために，再び地上に来 られ ました。古代 に

与えられていた真理 を新たに回復するため

に，輝 か しい示現の中に，復活 された生 け

る主 と， その御父である天の神が， ひとり

の少年予言者 に現われたのです。そ して，

雲のように多 くの証人が それに続 きました。

(ヘ ブル12：1参 照)最 初の示現以来，啓

示 を受け続 けて きた現代 の予言者 ジ ョセ

フ ・スミスは，次のように厳粛 に宣言 して

います。
つ な

「さて
， この小羊 に就 きて為 されたる様

様の証の挙句，われ らの為す最後の証はす
これ

なわち『主は実に生 きたもう』こと是 なり。

われ らは，彼がすなわち神の右 に座 した も

うを見た り。 また，御父の生みたもう独子

なりと証 した もう声を聞け り。

すなわち諸々の世界は彼の手 により，彼
よ

の手 を経 て， また彼 に因 りて先 に作 られ，

また現に作 られ， これに住む者 たち もみな

神 より生れた る息子 と娘 なることを証 した

もう。」(教 義 と聖約76：22-24)

私 たち末 日聖徒は，神 が実在 の御方であ

るという厳粛な証を聖霊 の力によって立て

てい る何百万人 とい う証人 をこれに加 える

ものです。彼 らはこれまで もそれを証 して

きましたが，今 もなおその証 を続 けてい ま

す。

この証を背景 として，信仰 も行ない もな

い，破滅的で定見のない混乱 した考 えにつ
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いて， もう一度考 えてみ ましょう。知性だ

けで物事を判断しようとする人々 に，幾つ

か質問をしたい と思います。

主の神性 に対す る信仰は，20世 紀にお け

る様々な情報を元に した もので しょうか。

科学や技術が進 んだ現代であっても， イエ

スという奇跡の存在を否定す ることはで き

ません。それ どころか，かつては超 自然的，

不可能 と考 えられていた ことが，今ほど信

じられるようになった時代 は，人類の歴史

の中にかつて一度 もあ りませんでした。

現代 において，何か実現不可能 と思える

ような ことがあるで しょうか。

生命 の本質 とその創造のなぞの解明 を始

めるまでになった生物学や医学 の飛躍的な

進歩 を知 っている人々にとっヤ は，た とえ

懐疑的な人 であって も，神 の子 としてのイ

、エスの奇跡的な誕生は確かに以前 よ りも可

能性のあることとして認め られるようにな

ってきてい ます。

また， この地球 を創造 したほ どの知識 を
いや

持っておられ る御方が病 を癒 し，弱 うてい

る人 を活気づ け，死者 をよみがえらせるこ

とができた と信 じるのは，何の難 しいこと

で もあ りません。中世 においては，そうい

うことを信 じるのは難 しかったかも知 れま
ち ゆ

せん。しか し今 では，病気 の治癒，快復 と

いう奇跡は日常茶飯事 となっています。そ

れを目撃 しなが ら，果た してこれらの事柄

の可能性を疑 うことがで きるもので しょう

か。

居間に座 って，宇宙飛行士の月面歩行 を

見た後で，昇天 について考 えた場合， それ

を非常に理解 し難い ことだ と思 うで しょう

か。

奇跡 とは何で しょうか。現代 こそ奇跡の

時代ではないでしょうか。私が これ まで短

い人生の中で見 てきた科学の進歩は，私の

先祖 たちが過去6千 年近 くにわたって目撃

して きた もの より大 きなものです。

奇跡的に思 える数多 くの事柄 に囲 まれて

毎 日生活 している私にとって，イエスの奇

跡 を信 じるのはいともたやすい ことです。

しかし，私たちは福音に関心 を持ってい

る世界 中の友人 に，主への証は人類が達成

した業績を観察 するだけで得 られるもので

はないと申し上 げたいと思 います。そうい

った観察は主の誕生，生涯，死，復活 に対

する理性的な確信 を与 えて くれ ます。 しか

し，それ以上の ものが必要 なのです。 それ

は，主が聖 なる購い主 として担 っておられ

る，比類ない不変の役割に対する知識 であ

り，主御 自身と，主が神の御子 として私た

ちに授 けられたメッセー ジとに対する熱い

思いです。

この知識 と情熱は，代価 を支払 うなら，

だれでも得 ることができます。 これ らのも

のは この世的な学問，知識 などと相容れ る

ものではあ りません。哲学書 を読んだだけ

で得 られる ものでもあ りません。それを得

るための より確 かな方法があ ります。神に
つ

属 ける事柄 は，啓示の言葉 を伝 えて くれ る，

神のみた まによって理解することができる

のです。(1コ リント2：11参 照)

主 に対する知識 と情熱は，簡潔な原則に

従 うことによって得 られ ます。 その中か ら

3つ の原則 を取 り上げてみたい と思います。

いずれも初歩的な概念で，何度 も繰 り返 し

教 えられている ものですが，応用 という点

か ら考 える と基本的な原則であ り，最 も実
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犀 》的な』カば，腕の筋肉のカと1司じて㌧栄養を

二皿Zを 取り，使わなけれぱ強くなりません。

り豊かな結果を与えて くれ るものです。

第1の ステ ップは，主のみ言葉を読む こ

とです。 日々忙 しい生活 の中で，本 を読 む

時間的なゆとりがあまりない ことは分か り

ます。 しか し約束 します。私 たちが聖典 と

呼ぶ書物 を読 むな ら，知識 と温かな思いを

得，喜びを感 じることがで きます。「あなた

がたは，聖書の中に永遠の生命があると思

って調べているが， この聖書 は，わた しに

ついてあか しをするものである。」(ヨ ハ ネ

5139)例 え ば，ヨハネによる福音書を，

初 めか ら終わ りまで読み通 してみて下さい。

主御 自身 に語 っていただ くのです。主のみ

言葉が心安 らかな確信をもたらし，主のあ

ら捜 しをする人々の言葉 を無意味なものと

して くれ るでしょう。新世界の契約の書，

モルモン経 も読んで下 さい。モルモ ン経は，

「イエスは永遠の神にましまして
，万国の

民に現われたもうこと」 に対するもうひと

つの証 として与えられた ものです。(モルモ

ン経の とび らの言)

第2の ステップは祈 ることです。御子の

み名によって永遠の父なる神 と話 してみて

下 さい。主 はこう言 ってお られ ます。「見

よ，わた しは戸 の外に立 って，たたいてい

る。だれで もわたしの声 を聞いて戸 をあけ

るな ら，わたしはその中にはいって彼 と食

を共にし，彼 もまたわた しと食 を共にす る

であろう。」(黙 示3：20)

これ は主御 自身か らの誘 いであ り，その

約束は確かなものです。天か ら声が聞 こえ

て くることはないか も知れません。 しか し

神が安 らかな不動の確信 を与 えて下 さるこ

とでしょう。

第3の ステ ップは，教 えに従った生活を

し，主のみ業 に働 くことです。霊的な力 と

肉体的な力には共通点が あります。霊的な

力は，腕の筋肉の力 と同 じで，栄養を取 り，

使わなければ強 くなりません。

自分の時問 と才能 を用いて神のみ業 に働

くならば，信仰は強 くな り，疑いは徐々に

消えていきます。

主ははっきりと言 ってお られ ます。「神の

みこころを行お うと思う者であれば，だれ

でも，わた しの語 っているこの教が神か ら

のものか，それ とも，わた し自身か ら出た

ものか，わか るであろう。」(ヨハネ7：17)

また，神の教 えを実際 に行 ない，主の大義

に献 身す るなら， 自分が何者であるかを知

り，真理 を悟 るであろうとも宣言 してお ら

れます。

主はニ コデモ とのあの素晴 らしい会話 の

中で，「肉か ら生れる者 は肉であ り，霊か ら

生れる者は霊である」 と言われました。 そ

うしてこう続 けられたのです。「風は思いの

ままに吹 く。あなたはその音 を聞 くが，そ

れが どこからきて， どこへ行 くのかは知 ら

ない。霊から生れる者 もみな，それ と同 じ

である。」(ヨ ハネ3：6，8)

私 た ちは，以上3つ の提案 を実行 する人

には， これらの祝福が与えられるとはっき

り約束 します。だれでも，主のみ言葉 を読

み・主 に祈 り・主の教 えを守 って奉仕の業

に仕 えるなら，疑いを除 くことがで きます。
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そ して，哲学，いわゆる高等批評，現代の

否定的な神学な どが引 き起 こすすべての混

乱の中を，聖霊の証が輝 きを放ちなが ら出

て くるのです。聖霊は私たちに， イエスが

肉体 をまとってこの世 に生 まれた もうた真

の神の御子，また，墓からよみがえった世

の腰い主，いつの 日か地上に来て王の王 と

して君臨される主であることを証 して くれ

るのです。 これらのことを知るのは，私た

ちの特権であり，祝福です。そして これ ら

のことを探求するのは，私たちの義務 なの

です。

神は，私 たちが これらの偉大な真理 に対

する確信 を与 えて下さいます。 また，神 は

私たちがその真理 を常 に実践で きるように

祝福 して下さい ます。そして，ほかの人々

もその真理に従 って，神 は実在 し，常に近

くにいて導 きと恵みを下 さるとい う素晴 ら

しい知識 を得 ることができるように，祝福

を授けようとしておられるのです。神が生

きておられ，私たちの側 にいて導 きと恵み

を下さるとい うことは，すべての人が知っ

てお くべ き事柄です。

イエスがユダヤのベ ツレヘムでこの世に

生を受けられた神の御子であること， また，

約束のメシヤとして この地上 を歩 き，十字

架にかけられ，全人類 の罪を照 うための犠

牲 として御 自分の命 を捧 げられた ことを証

します。 イエスこそ私たちの救い主であ り，

蹟い主です。 イエスは人類のただひ とつの

確かな希望，すなわ ち，よみが えりであ り，

命なのです。

ホームティーチャーへの提案

担当家族との話し会いの中で，以下の点

を強調する とよいで しょう。

1.

2.

3。

4.

5.

この教会の正式な名称は末 日聖徒 イエ

ス ・キ リス ト教会である。 また，私た

ちはイエス ・キリス トを信仰 の要 とし，

主，蹟い主 として礼拝 している。聖書

を神のみ言葉 として受 け入れてい る。

モルモ ン経 は，確たる信仰 を持たずに

揺れ動 くこの世 に与 えられた もうひ と

つの証であ り，主の神性をはっき りと

証 している。

その空の墓は，イエス ・キ リス トが神

の子であることを証 し，永遠の生命 を

保証するものとなった。イエス ・キリ

ス トは復活によって，命 と死 を治める

主 とな られた。

復活 を証す る古代 の証言 に加 えて，予

言者 ジョセ フ ・ス ミスに与 えられた示

現 と啓示， また，聖霊の力 によって主

の実在 を厳粛に証する何百万人 もの人

人の証がある。

聖典 を読み，天父 に祈 り，主の教 えに

従い，主のみ業に働 くなら，・主に対す

る知識 と愛 を得ることができる。

話し合いを進めるために

1.

2.

3.

復 活 について， 自分が感 じてい ること

を話す。家族 にも感 じていることを話

してもらう。

このメッセージの中に，家族 に読んで

もらった り，話 し合 った りするとよい

聖句や言葉はないだろうか。

訪問す る前 に，家長 と話し合ってお く

必要はないだろうか。復活の教 えに関

して定員会指導者や監督から家長にあ

てられたメ ッセージはないだろ うか。
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ジ
ョンとデ ビッドはどちらも9歳 で，

良い友達同士です。体の大 きさはほ

ぼ同じですが，サ ッカーを始 めると，ふた

りの大 きな違いが出て きます。 ジョンは活

発に動 き回 りますが，デビッドは離れた所

か ら静観 してい るとい う具合です。 ジョン

は得点 を入れようと一生懸命ですが，デビ

ッ ドにはそんな気があ りません。チャンス

をつかもうとするところが見 られないのです。

ふた りのこの違いは，様々な面にはっき

りと出てきます。ジ ョンは何か新 しいこと

に対 して も，熱意を持って取 り組み，それ

を上手にや り遂 げようとします。デビッド

の方 は大体において悲観的な考 えが強 く，

失敗する恐れのあることにはほとんど手 を

出そうとしません。

子供が持?考 えの中で一番大切なのは・

自分 自身 をどう見 るかとい う点です。 しっ

か りとした自尊心 を持 っている子供は，楽

天的を考え， 自信，成功への期待感を持っ

て，世の中を見 ます。 しかし， 自尊心 を持 、

たない子供 は，1自分の考え，能力に自信が

持てずヅ、人生の中で遭遇す る様々な場 に対

して非常 に消極的になる傾向があ ります。

子供は皆，、自分は人々か ら愛 され，能力

もあるのだ とい う気持ちを持つ必要があ り

ます。 こうした感情が出て くると， 自尊心

14.

幣撚一

一はさらに高 められますが，逆の場合は自尊

心がなえて しまいます。

両親 といえども必ず子供 に自尊心 を持た

せ ることができるわけではあ りません。 ま

た，子供に自尊心がないか らと言って， そ

れがすべて自分の責任 だ と考 える必要 もあ

りませ ん。 しか し，子供の 自尊心を養 うた

めに，親にできることがあ ります。その中

の幾つか を挙 げてみます。

1.子 供 に，人 は神の霊の子であり，神

のようになる可能性を秘めていることを教

えて下さい。自分が何者であるかを正 しく

理解することによって，私たちは自分 を愛

することができるようにな ります。私たち

は文字通 り天父の霊の子で あり，一歩一歩，、

神 のような者 となる可能性 を持 ってい ます。

人は天父の姿 に似せて造 られているよう

に，霊的 にも少 しずつ天父 に似た者に成長

してい く力を持 ってい ます。 この真理 を，

絶 えず子供たちに教 えて下 さい。 また，神

が私たちを御 自身の子供 として愛 し，成功

して欲 しい と願 ってお られ ることも教 えて

下 さい。

2.弱 点や短所に心を奪われず，前向き

の姿勢で子供に接して下さい。すべての子



嚢灘
供が，一様に人か ら好かれ，愛 される資質

を持ち，能力に恵 まれているとは限 りませ

ん。 しかし，両親の接 し方 は， 自分自身を

受 け入れようとする子供 の気持 ちに大 きな

影響 を与 えます。最近の ことですが，手入

れの行 き届いた立派な家に住むある母親が，

自分の子供のひ とりを 「ほんとうにだめな

子」 と言ったそうです。それ もその子供が

いる時 に，客の前で言 ったそうです。 その

女の子 は母親の言葉をそのまま信 じて， 自

分は 「ほん とうにだめな子」 と思い込 み，

それな りの ことしか しな くなるかも知れ ま

せん。 その危険性は十分にあ ります。

しかし，幸いなことに，子供 とい うのは，

親が口にする偽 りのない積極的な言動 も受

け入れるものです。子供たちにどの ような

欠点があろうとも， 自尊心を育 むように努

めて下 さい。 目鼻立ちが特に美 しいわけで

もないのに，明 るい笑顔 と性格で周囲を楽

しくさせて くれ る女の子， また，目が見 え

な くて も，勉強がよ くでき，人気のある男

の子，その ような子供 たちが私たちの周 り

にはいます。 こういう子供たちは大抵，温

かで，愛 に満 ちた家庭 を持 ってい ます。 そ
あざけ

してその両親たちは，嘲 りや哀れみで接す

るのではな く，子供 を貴いゴ可能性 を秘 め

た存在 として受 け入れています。

3.他 の兄弟姉妹 と比較することを避け，

子供たちの個々の能力に目を向けて下さい。

ジュディーは両親を困らせ るような ことは

何 もせず，教会 の集会 にもいつ も出席 して

います。セ ミナ リーのクラスで も楽 しくや

っています。それ に活発で良い友達がた く

さんいます。 ところが妹のパテ ィーはそれ

とは まった く対照的で，両親 も頭 を悩 ませ

てい ます。パテ ィーは教会へは行 きたが ら

ず，いつ も教師を困 らせています。セ ミナ

リーに登録 はしてい ますが， それも親か ら

強 く言われたためで，ほとんど出席 してい

ません。近づいてい く友達 も，教会に不活

発で，教 えに対 して批判的な子供たちです。

パティーは， 自分は どうやっても，姉よ

り立派 になって人か らよ く思われるように

はなれない と思 っていましたが，無意識の

内に，何か別の方法で認 められたい と思っ

てい ました。 ところが悪い ことに，両親は
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いつ も姉を模範 にしなさい と言って，ふた

りを比較 し，事態 をさらに悪 くしていたの

です。姉 とは違 う，独立 した人格 として認

めて欲 しい と強 く願っていたパ ティーは，

それ に強 く反発 しましたが，同時 に， 自分

の行動に罪悪感 を覚え，自尊心 を無 くして

いきました。

』このように悪 い結果 につながる比較 をし

ている親が随分います。「どうしてお前 はジ

ョンみたいにで きないんだ」とか， 「サン ド

ラだったらそんなことは絶対 しないわよ」

などと，皆 の前で意識的に言 う親 もいるよ

うです。無意識 の内に，そ うい う比較 をし

ている親 もいることでしょう。 しか しいず

れにしても， そうい った言葉 は大抵，子供

の耳 には，「お前はほかの兄弟みたい に可愛

い くもなければ，で きも良 くないね」 と響

いているのです。普通，親は良い模範を見

せ ようとして比較 をするのですが，そのよ

うな比較 は子供の自尊心 を壊 して しまうこ

とが多いのです。

4.子 供に成長のための機会を与え，様

様な事柄を自分の力でするように励まして

下さい。子供が 自信 を持 ち，能力を身に付

け，自立できるように助 けることは，親の

務めのひ とつです。 この訓練 は自然 に， ま

た徐 々に行なわれてい きます。 これは子供

が幼 い内か ら始 まります。子供 は何か新 し

いことを覚 える と， それを何度で もしてみ

たい と思います。 この欲求 を抑 える と，大

声を上げて不満 を爆発させ ることもあ りま

す。アンダー ソン姉妹の例 を挙 げましょう。

彼女は1歳 になるキャサ リンを寝かせ タ.う

として服を脱がせた時に，突然怒 ったよう
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に金切 り声 を立 てられました。最初はその

理由が分か りませんでした。で も，後で気

が付 いたのですが，キャサ リンが 自分でや

るのを待たずに， さっさと靴下 を脱がせて

しまっていたのです。 それで， もう一度は

かせ直 して， 自分で脱がせ るようにすると，
さ げん

キャサ リンはようや く機嫌 を直 したのです。

驚 くべ きことですが，人間はこのように幼

い内から， 自分にもできるのだ とい う気持

ちを持 ちたいと思 うものなのです。

何事 につけ過保護な親 というものは，子

供 に良かれ と思ってそれ をするのですが，

面倒な思いや不 自由な思いをさせた くない
ろう ば しん

とい うその気持ちは無用の老婆心で あり，

正 しい動機 とは言 えません。 それ どころか，

利己的な動機 に発 していることさえよくあ

ります。 自分が献身的な素晴 らしい母親で

あることを見せて，人にほめられたい と思

っているような女性はいないで しょうか。

無意識的 に，後々子供に見捨 てられること

がないように と，自分は子供 に とって不可

欠な存在だ と思い込 ませ ようとしている父

親 はいないでしょうか。理由が どうあれ，

考えられる結末 は同 じです。その ような行

ないは，依頼心，自己不信，積極性や独創

性， そして自尊心の欠如をもたらします。

この ようにして両親が，子供 に自分でで

きることをさせないでいると，依頼心がや

がて誤った安心感 となり，子供 は自分が黙

っていて も親が して くれることを当然の権

利 として要求するようにな ります。 そして

子供 を損ね てしまう結果になるのです。

5.子 供が自分は価値ある存在だという

気持ちを高められるようにして下さい。あ



る人が次のような思い出話 をして くれ まし

た。彼が まだ小さな頃，配線工事のため，

ひとりの電気工が彼の家 にやって来 ました。

縁の下 に配線 しなければな らなかうたので

すが，狭い所で，大人が入 り込むのは とて

も無理で した。それでその電気工 は，小 さ

な彼に，中へ入って電線 を通 して もらえな

いか と頼み ました。彼 は言われた通 りのこ

とをすると，25セ ン ト硬貨を もらいました。

そして母親 の所へ言 って誇 らしげにそれを

見せ ました。す ると母親が こう言ったそう

です。「25セ ン トももらったの。多過 ぎます

よ。お じさんの ところに行 って，10セ ン ト

で十分ですって言って きな さい。」

母親 とすれば電気工の人 に悪い と思 った

だけなので しょうが，子供が30年 経 って も

そのことを覚 えていた という事実は，見過

ごしにできない とても大切な ことではない

で しょうか。

「25セン トとい うのは大変 なお金 よ。お

じさんはきっと，あなたが とって も良い仕

事 をして くれた と認 めて くれたのね」 と言

った方が，ずっと良か ったので はないでし

ょうか。 また，人 のために働 くことを教 え，

進 んで人 を助 けた時の良い気持ちを理解 さ

せる機会 にできたかも知れ ません。そのよ

うにしていた ら，子供の自尊心 に傷 を与 え

るようなこともな く，良い結果 を得 られた

ことで しょう。

6.子 供たちと過ごす充実した時問を取

って下さい。理想的には，父親と母親が別

別に，一人一人の子供 と一対一で過ごす時

間を毎日取るようにすることです。子供の

数が多い家庭にとって非常に難しいことで
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あるゐは分か りますが， その労は十分に報

われます。様 々な用事で とて も忙 しく，家

を留守にし勝 ちな親の中には，高価な素晴

らしい贈 り物でその償いをしようとする人

がよ くいます。 しかし，親が与 えることの

で きる最 も素晴 らしい贈 り物は自分自身な

のです。

キャンプ，釣 り，買 い物，スポーヅの観

戦，洗車，庭の草取 り， また，ただ座 って

話 をするだけの ことで も，大切な意志の疎

通の機会 とす ることがで きます。親が 自分

のために時間 を取 って くれる時，子供 は，

「父さんと母 さんはぽ くと一緒にいるのが

楽 し6ん だ。ぼ くのこと好 きなんだな」 と

いう気持ちになれます。 これによって自尊

心 を強 めることがで きるのです。

7.訓 練 のための時間を取って下さい。，.

私 たち大人 は時 として， 自分たちには理解

できる簡単な ことでも，子供たちかとは手め

17
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付けようのない大変な仕事になることがあ

るとい うことを忘 れて しまう場合が ありま

す。女の子に 「自分の部屋 をきれいにしな

一さいJと 言いつけて， もしそれを言いつけ

た時間内にで きないようなら，不従順で怠

け者だな どと考 えている母親がい るか も知

れませ ん。 しかし，子供に，すればどこか ら

手 を付 けていいのか分か らない とい うこと

もあるのです。 また，過去の経験か ら推 し

量って， どんなに一生懸命 にやっても，母

親は満足 して くれない と考えているか も知

れ ません。親 として大切な ことは，子供た

ちが自分 にもで きるのだという気持ちがも

て るように，訓練 をすることです。 自分ひ

とりで 自信 を持 ってで きるようになるまで，

何回かは一緒にしてあげることが必要か も

知れ ません。言われた仕事 を自分で こなせ

るという気持ちは自尊心を強めて くれます。

8.子 供に，他の人の長所を見つけ，そ

れをほめるように教えて下さい。15歳 のキ

ャロルは，他の人の良い点をほめるという

ことを全然知 らないようです。彼女に言わ

せると，教師 は「無能」，隣の家の子供 たち

は 「魔女」で，両親は 「私の言 うことを何

も聞いて くれない」し，「何 も理解 していな

い」と言うのです。彼女 は話 の中で 「ばか」

「まぬけ」「つ まらない人」といった言葉を

よ く使い ます。 こうした否定的 な態度があ

るため，ほかの子供 たちは彼女 に寄 り付 こ

うとせず，友達 もひ とりもいません。

キャ戸ルは自分 をどう思っているので し

ょうか。他 の人や周囲の世界に対する否定

的な考え方は，彼女が自分自身に対 して抱

いている貧 しい 自己観 の反映なのか も知れ
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ません。 また，彼女はその言葉遣 いや もの

の考 え方の貧 しさゆえに批判や拒絶 を受け，

前から持 っていた劣等感 をさらに募 らせて

いるのです。

9.子 供たちに，自分の長所を見つけ，

力の足りないところをくよくよ考えること

のないように教えて下さい。 ドンの右腕は

生 まれつ き不 自由で， ほとんど使 うことが

できませんで した。ですか ら， 自分 を哀れ

んだ り，腕を使わない とで きない活動に参

加 しなか った りしても，何の不思議 もなか

ったのです。 しか し，彼 は決 してそれ を障

害 とは考 えませんでした。 もし，だれかが

その障害の ことを言 って も，彼 は大 まじめ

にこう言 うで し ょう。「障害 って，何 の こ

と。」ドンはゴルフもすれば，野球，バ スケ

ッ トもや ります。 しか も人 にひけを取 りま

せん。彼の右腕が気になるのは，普通 は初

対面の時だけです。1度 彼 を知るようにな

ると， そんなことはまった く忘れてしまう

のです。彼 は高等学校で生徒会の役員をし，

友達 も大勢 います。 ドンの両親 も彼の障害

のことで思い悩んだ りすることはな く， ド

ンが様々な事柄にうまく対処 してい くよう

に と期待 してい ます。そして，彼は自分の

能力 を用いて両親 の期待 に応 えることによ

って， 自信 と自尊心 を得 ているのです。

自信 を持つ とい うことは非常 に健全な こ

とです。見せか けの謙遜 さには何の力 もあ

りません。 自分 自身 と自分が していること

を高 く評価 している子供は，確かな自尊心

を持っているようです。

子供 に自分の長所を見いだすように教 え

るには，それ を模範で示すのが一番です。



親が自分の問違 いを認 め，時には正直 に「今

度は父 さんが間違 ってた」 と言えるように

な った とした ら， それ は素晴 らしい ことで

す。 そのような率直さが，親 自身の 自尊心

や，子供の親 に対するイメージを低めるこ

とはあ りません。子供 も，大人 でも間違 う

ことがある ということを知 ってお く必要が

あ ります。何 か失敗 をしても，あまりその

ことにこだわ らないようにして下 さい。そ

うすれば子供 たちに も，自分の足 りない と

ころにあまり心 を奪われない ように教 える

ことができます。同じように，「万事順調に

いった し，私 は自分のや り方が良かった と

思 ってるJと 親が 自分の行動を率直 に認め

るなら，子供たち も自分の努力 を積極的に

評価するようにな り， 自尊心 を強めてい く

ことでしょう。

10.子 供 たちへの愛を，言葉と体で示 し

て下さい。ある人 にとっては，π愛 してるよ」

と言 うの は， とて も難 しい ことのようです。

夫婦同士の間で もそうですが，子供に対 し

てもそうだ とい う人がいます。そんな こと

は とて も気恥ずかし くて言えない とい うの

か も知れ ません。 また，そんな ことを言 っ

たら，子供が どんな反応 をす るか，心配 し

ているのかも知れ ませ ん。

しかし，愛 されていると感 じることほど，

自尊心 を養 う上で力になるものはほかにな

いのではないでしょうか。私たちは往々に

して，子供たちは自分が愛 していることを

知っているだろうと考 え勝 ちですが，優 し
ほお

く抱 いてや った り，頬にキスを した り，「愛

してるよ」 と言 った りすることで，信 じら

れないほ どに，子供 たち との絆 を強め，彼
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らの自尊心 を強 める ことがで きます。

人生への備えをさせるために子供たちの

自尊心を養いたい と思 うなら， 自分 は人々

に愛 される存在で，能力があるのだ という

気持ちを感 じさせるようにしなけれ ばなり

ません。私たちが親 として，以上10項 目に

わた る提案 を真剣に， また一貫 した態度で

実践するな ら，子供たちの行 ないはさらに

良 くな り，確実に自尊心 を強めてい くこと

でしょう。

話し合いのために

この記事 を読 んでから，以下の点につい

て考えてみるとよいでしょう。

1.し っか りとした 自尊心を築 く上で，自

分 は人々か ら愛され る存在 であ り，力

もあるのだ とい う気持ちを持つ ことが

非常に大切 だとされているが，それは

なぜだろうか。

2.人 と神 との関係 についての福音の教 え

は自尊心を養 う上で どう役立っだ ろう

か。

3。

4.

自分の子供一人一人を考えてみて，何

か 自尊心の欠如を示 しているようなと

ころはないだろうか。 この記事の中に，

子供たちが 自信 を持てるように助ける

上で，役 に立つ提案が何かないだろう

か。

あなた 自身の自尊心はどうだろうか。

自己評価 をするとよい。 この記事の中

に，あなた 自身の 自分に対するイメー

ジを高める上で役 に立つ提案はないだ

ろうか。

19



禽
校3年 生のある時，私は祖父が自分

に会 いたが っているとい う気持 ちを

強 く感 じました。 それで，学校が終わって

か ら，ロッカーからノー トを1冊 取 り出し

て，お じの家へ行 きました。祖父は祖母が

死んでからずっとおじの家で世話 になって

い ました。

私が訪ね ると，祖父 はベ ッドから体 を起

こし，「レイ，お入 り。お前 の来るのを待 っ

ていたんだよ」 と行って，迎 え入れて くれ

ました。

祖父 は私 に自分の家族の歴史を話 したか

ったのです。私は祖父の話 を書 き留めるこ

とにしました。そして，なぜ ノー トを持 っ
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てきたのか，その理 由が分か りました。そ

れから，祖父は4代 前か らの家族の歴史を

一人一人の名前
，重要な 日付や場所，エ ピ

ソー ドな どを交 えなが ら話 しました。話 を

終えると，祖父 は私 の肩に手を置 き，静か

にこう言いま、した。「レイ，私の話 を書いた

このノー トを大切に しまっておいて却 くれ。

いつか これが必要 になる時が来る。その時

が来た ら，お前 は私 の声を聞いて，今 こそ

その時だ と墨い，私のこの願いの埋由が分

かるようになるだ ろう。」
まな ざ

私 は祖 父の真剣な眼差 しを見詰 めなが ら，

心に温かいものを感 じました。私 はなぜそ

れ を書、いて， しまってお くのか理 由は分か

りませんでしたが，祖父の言 った通 りにす

ると約束 しま した。祖父が死 んだのは， そ

の2週 問後の ことで した。

何年か経 ち，私 はミズー リ州にあるアメ

リカ空軍 レーダー技術者養成校に籍 を置い

て勉 強 して いました。私の教官 にノーマ

ン ・M・ へ一ル と賊う人がいて，末 日聖徒

イエス ・キリス ト教会の会員だ とい うこと

でした。 その夜，ベ ッドに横たわった私の

頭か らは昼間の教官 との話が離れませんで

した。私 はベ ッ ドを出て，服 を着替 え，教

官室へ行 きました。時刻 は夜 の12時 を過 ぎ

ていました。教官室の ドアをノックし，私

は 「モルモ ン教会 のことで，お話をしたい

のですが」と言い ました。

ノーマ、ン，・ヘイル とその同室者はかつて

宣教師 として同僚を組んで働 いた経験 を持

ってい ました。ふた りはその夜，私 のため

に話 をする時間 を取 って くれました。彼 ら

の話が神殿，系図活動，死者のための身代

わ りの業 に及 んだ時，私 の耳にひ とつの声

が聞 こえてきました。それは祖父の声で，

あの時託 した神聖な責任 を再び私 に告 げた
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のです。胸の中に何か熱硲ものが広が り，

私は自分が今聞いているのぽ真実の教えで

ある とい うことが分か りました。私 はその

翌週か ら末 日聖徒たちが集 う教会に出席 し，

1954年 の10月 にバプテスマを受 けました。

しかし両親は私のバ プテスマを喜んでは

くれ ませんで した。父親は私にモルモン教

会の教 えを自分に話すことば一切 しない と

まで約束 させ る始末でした。・

それか ら10年 の歳月が経 ちましたが，そ

の間，私はある若 い女性 と知 り合い，彼女

に福音を教 えて，改宗させ， アイダホ神殿

で結婚 しました。私たち夫婦 はずっと教会

に活発 に集っていましたが，父親 との約束

は守 り通 し，教会の ことはひ と言 も話 しま

せ んで した。

ある時，父が こう言って きました。「お前

は教会の ことは一切 口に しない積 もりでい

るんだろうね。」私たち夫婦にはその言葉の

意味が分か りました。

そ して，「いや，そんな積 もりではないよ」

と答 えたのです。

す ると父が，「それじゃ，聞 きたいことが

ふたつほ どあるんだが，答 えて くれるかい」

と言 ってきました。

父の質問 を聞 くと，父な りに教会 のこと

を真剣に考 えていたことがよ く分か りまし

た。私 はひ と通 り質問に答 える と，父が もっ

1と知 りたが ってい ることは分かっていまし

たが，それ以上の ことは話 しませんで した。

すると，父が もどかしそうに言いました。

「ほかに も.っと話す』ことはないのか。」

私 は1「そんな ことはないですけど」 と言

ってか ら，だいぶ間を置V、}で，1また話 し始

め ました。「父 さんも福音の ことを大部考 え

ていたみたいですね。いつ も近 くにいる私

が教会の ことを教 えるのは何ですから，良
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臨

かったら，教会のふたりの青年 を紹介 しま

すよ。彼 らな，ら父さんの質問によ く答 えて

くれるし，福音 について も教えて くれ ます

よ。」

「レイ
，その素晴 らしいふた りの若者 と

やらについては，私 も聞いている。1分 問

こっちの質問に答 えると，次の1分 でバプ

テスマヘ持 ってい くとい うこともだ。」

「分か りました
。それ じゃあ，彼 らに約

束させますよ。彼 らは教会の ことを教 える

だけで， もし父さんにバプテスマを受 けさ

せようという素振 りを少 しで も見せた ら，

出て行って もらうようにします。 もし，邪

魔でなか った ら，私 も一緒にその話 し合い

に出て，彼 らに約束 を守 るようにさせても

いいですよ。」

すると父が 「分かった。で も私にバプテ

スマをどうのこうの と言 った ら，すぐに家

か ら出て行って もらう」 と言 ったので，私

は必ずそうすると約束 しました。

次の火曜 日の夜，・私は両親 と一緒 に，宣

教師のレッスンを聞 きました。父の口か ら

宣教師の話はみな もっともな ことで，信 じ

られると聞かされた時は，喜ぶ と共 に，ち

ょっと驚きもしました。父 と母は2度 目の

レッスンも受 けましたが，そのレッスンが

すんだ時宣教師たちが， しないと約束 して

いた ことをしたのです。 しか し，それはみ

たまが彼 らにささやいたからでした。宣教

師たちは父にバ プテスマをチ ャレンジしま

した。 そして私が何 も言わない内に，父が

「受けます」・と答 えたのです
。母の答 えも

同じでした。それか ら，次の週の約束の時

間が決められ ました。

その約束の 日の 日曜 日，私の弟か ら電話

がありました。弟 は涙で声を詰 まらせなが

らこう言い ました。「兄 さん……。父さんが
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死んだ よ……交通事故で……」私 は泣 きま

した。良 き友であ り，相談相手の父が突然

死んで しまったのです。

それか ら1年 後，私たちは神殿へ行 き，

父の身代 わ りの儀式を受けました。父の身

代わ りとして儀式 を受 けている間， 自分 は

父が望んでい ることをしているのだ という

良い思いを常に感 じてい ました。

結び固めの部屋で，父 と祖父母 の結び固

めの儀式を受 ける時，私は聖壇の所 にひざ

まず きながら，心 に熱いものを感 じました。

父が霊の体でそ こにいるのが分かったので

す。神殿長の顔 を見 ると，彼 の目にも涙が

光 ってい ました。 そして私に こう言 いまし

た。「ネルソン兄弟，あなたのお父さんにつ

いて話 していただけませ んか。」私は父を愛

し， とても親 し く思 っていた ことを話 し始

めました。 ところが神殿長が私の言葉 をさ

えぎって，「いや，そういうことではな くて

・あなたのお父さんの外見 です よ」 と言

うのです。それで私 は父親の顔かたちを説

明しました。 そうすると，神殿長の顔 に優

しいほほえみが浮かびました。

その結 び固めの儀式を終 えた後で，神殿

長は私ひ とりを残 して，ほかの人に少 しの

間，部屋 を出て くれるようにと頼みました。

彼は私の手を取 り， その部屋の傍 らへ連れ

て行 き，隣合 って座 らせ ました。その時私

たちの目には涙があふれ， その部屋は熱い

思いが一杯にあふれているかのようでした。

神殿長が尋ねてきました。「お気付 きでした

か。」私は 「はい」 と静か に答 えました。

神殿長が言葉 を続 けました。「あなたのお

父 さんが，あなたのちょうど後 ろの所 に立

っていらっしゃい ました よ。」

私 の目にはもう一度，喜びの涙があふれ

出てきました。



集
会が終わ っても，ワ}ド 部の会員た

ちはまだ教会 にいて話 をしたがって

いるようで した。特 に大人たちは， キティ

ーの所へ入れ替わ り立ち替わ りやって来て，

新 しい責任が与 えられた ことに祝福の言葉

を言 ってい ました。で もキティーは，でき

るだけ早 くその場を逃げ出したい思 いでし

た。

そして，母親 を待たずに，教会員 に会 う

ことがないようにと，教会の裏口からそっ

と抜 け出 しました。

家 に着いて， キティーは父親 に気付かれ

ないように，2階 の自分の部屋へ上がろう

としましたが， 日曜版の新聞を持った父親

が小 さな部屋からぬっと現われ ました。キ

ティーと父親はその部屋を 「隠れ家」 と呼

んでいました。 ホームテ ィーチャーや監督，

それにほかにも教会員たちが来 た時に，父

はよ くその部屋に姿を隠 したのです。実際

キテ ィーは，父は出入 りする教会員たちを

うま くかわすな と思 った ことが何度 もあ り

ます。特に宣教師 に対 してはそ うで した。

それだけになお さら， その日は感情が爆発

する前 に，父親 の前から姿 を消 したかった

のです。

「キティー， きょうは どうだった。母 さ

んか ら聞いたけど， クイーンビー とか何 と

かになったんだ ってね。」

「何言 ってるのよ，それを言 うな らビー

ハイブのクラス会長 よ。 クイー ンビーなん

か じゃないの。何 も分かっちゃいないんだ

から。 どうで もいいけど，私 そのことでは

何 も話 した くないの。」

部屋 に入る と，キティーはベ ッドの上に

身を投げ出 しました。熱い涙が込み上 げて

きました。 ところがす ぐに，庭の方から何

か聞 き慣れた声が響いてきました。

「キティーいるの。ねえ，キティーった

ら。」

窓か らのぞ くと案の定，「い とこのタ ミー

で した。玄関の所のブランコに乗って，大

声で叫んでい ます。

「タミーきょうは遊べないのよ。分かっ

た?き ょうはだめよ。」で もタミーは，大 き

な手でブランコの綱 をしっか りつかみ，ず

んぐりした足で楽しそうにブランコを前へ

後 ろへとこぎながら， キティーを呼 び続 け

ました。怒 ったキテ ィーは音をたてて階段

を降 りていき，玄関の ドアを勢いよく開け

ました。

「タ ミー
，だめだ って言ったでしょ。帰

んなさい。家へ帰 るのよ。」涙 をポロポロこ

ぽしなが ら， キティーは庭へ降 りていきま

した。そして，振 り向 くと，何が何だか分

からないという顔を したタ ミーが，涙にに

じんで見 えました・家の中へ戻 るよりも，
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●私の詩聞

そごか ら逃げ出 したい気持 ちで一杯でした。

すると，父親が出て きて， タミーの肩 に手

を回し，何かそっと話 しかけ，家へ帰 らせ

ました。キティーは向きを変 えて，納屋の

方へ駆けていきました。

それは外から見 ると納屋 のようですが，

中へ入るとそんな感 じは全然 しません。キ

ティーの母親はその片側の方 を，素晴 らし

い天窓を付けたア トリエに し，西側の壁 に

は絵を飾 ってい ました。 どれ もとても手放

す気にはなれない作品で した。そして父親

もこの建物の中に，杉 の削 りくずや，ニス

の臭いがする， こぎれいな作業場 を構 えて

いました。でも， キティーにとっては何 と

いっても， 自分の屋根裏部屋が最高で した。

そんな素晴 らしい部屋 を自分の物 にしてい

る人はだれ もいないと思 ってい ました。小

さい頃はこの部屋で ままごと遊びをした り，

おとぎ話 を読んだ りしました。 日記 を書い[

た り，一番の友達 と秘密の話 をするの もそ

の部屋でした。 また， 自分ひ とりに

なって，羽 を伸 ばす時 もあ りました。

で も，きょうばか りはその屋根裏部屋 も，

自分を歓迎.して くれていないような気がし

ました。父親が表面 を削 り直 して くれた机

を見ると，長い間書かないでいた日記や，

1日 で読 もうと固い決心 を した古ぼ けた

、「ドン ・キホーテ」の本が置いてあ りまし

た5壁 に寄 って，額 に入 った写真を見 まし

た。rそごには4人 のやせ こけた少女が，濡

れたほづれ髪 を首にかからせて，それぞれ

年トロスィーを手にし， プールの側 に立 っ

ている姿が写 うて いました。写真の下の方

には，'イン クで 「かえるの子初勝利」 と書

かれていました。

ぞの時，だれかが納屋 に入 ってきました。

大きな音をたてて，いかにも，入って きた
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ぞと言 っ.ているように聞 こえました。 それ

か ら， ほうきの柄でその部屋へ と通 じるは

しごを遠慮がちに叩 く音が しました。 キテ

ィーの父親 は，娘の許 しがなければ，決 し

てそこには入 りませんでした。

「キティー
，父 さんだ けど，上が ってい

って もいいかな。」

「このことは私 ひとりで考 えたいの
。 ご

めんなさい……， ひとりにな りたいのよ。」

そしてキテ ィーは口をつ ぐみました。妹の

ジェニーが母親に何で も相談 していた よう

に，キティーはいつもいろいろなことにつ

いて父親 と話 をしてい ました。で も， この

日のことだけは話 すわけにはいかなかった

のです。



父親の声がキテ ィーの耳に飛び込んでき

ました。、
「キティー聞いてるかい

。父さんの声が

聞 こえるか。」

「聞こえてるわ
。」

「よし。お まえの部屋に無理 に入 り込む

ようなことはした くないけど， とにか く話

をしたいんだ。上がっていってもいいだろ

う。」

「お父さんに話せ ることじゃないのよ
。

話 して も分か らないことなのよ。」

「それじゃ
，分からせ て くれ。上がって

もいいね。」

キテ ィーは， 自分が答 えなければ，父親

は夜 になるまでで もそ こにいて，同 じこと

を言い続 けることを知 っていました。それ

で扉を開 けて， こう言いました。「どうぞ。

でもお父 さんに話 したって解決 できるか ど

うか分か らないわ。」そして小 さなソファー

に腰 をおろしました。

「それは私にも分か らないの よ
。」父親 も

そう言 うと，今 にも壊れそうな古い揺 り椅

子に座 り，腕を組んで， ため息 をつきまし

た。

しばらくの間，ふた りとも何 もしゃべ り

ませ んでした。キティーは，父親 とふた り

きりで何 も話 さず， そうしてい る時の雰囲

気が とても好 きでした。 こんな素敵な沈黙

があることはほかのだれ も知 らないだろう

と思 っていました。そして，結婚相手 は，

こういう沈黙の素晴 らしさを共に分かち合

える人 にしようと心に決めてい ました。r

父親の方が口を開 きました。

「教会のことじゃないのかい
。」

キティーはため らいの色 を見せ て， 「い

や，教会には直接関係ないことなんだけど

一」 と言葉を濁 しました
。
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「はっきり言いなさい
。教会のことなん

だろ。」

「そうよ
。」 ・

「信仰のない父 さんに
，教会の ことで悪

い ことは言いた くない，だか ら黙ってるん

だろう，そうじゃないのか。」

「お父さん
，前にも言ったけど，だれ も

お父 さんのこと無神論者だなんて思 ってな

いわよ。」

「本当かね
。」

「本 当よ
。」父親は口元 にかすかに笑みを

浮かべなが ら，少 し椅子 を揺す .りました。

「キティー
，私 は母 さん と結婚 してか ら

もう16年 ，お前 とは13年 ，ジェニー とは11

年 の付 き合 いだ。監督 を2回 も務めている

お前のお じさんのケ ンとは兄弟 として仲良

くやって きている。お前たちの教会が人々

のために している素晴 らしい ことを，父 さ

んが知 らない とで も思 ってるのかい。人間

は完全 じゃない。だか らどんな時だって問

題 はある。父さんだってその くらいの こと

は知 っている積 もりだ よ。」

ふた りの間にまた沈黙があ りました。で

もキティーに とって気詰 まりな沈黙でした。

今度 は自分が口を開かなければならない番

だったからです。

「私にはできないのよ
。そんなに何 もか

もやれって言われても無理なの よ。」キティ

ーの声は
，自分でも驚 くほ ど大 きい声でし

た。「お父さん，私は13歳 よ。勉 強 もしっか

りやって，学校 のオーケス トラに残れるよ

うにチェロの練習 もして，それに，水泳の

チームにも残 って，時間を取 ってタ ミーが

障害者のオ リンピックに出られるように助

けてあげて。その上，菜園で働 いて，日記

を付 けるのよ。 そうす るように期待 されて

いるか らよ。で も誤解 しないで欲 しいけど，
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」

●私の侍聞

私はそういった ことがみんな好 きよ。外国

語 を勉強しなさい と言われたか ら，今年 は

スペイン語の勉強 も始めたわ。 それか ら出

るべ き集会 には必ず出るように，困ってる

人 を助 けるように，ワー ド部のすべ ての活

動に参加するように，家族同士 しっか り結

び合 うようにといろいろ言われてきたわ。

その上きょうは ビーハイブのクラス会長の

責任， これでまた出な くちゃな らない集会

が増 えたのよ。

お父さん，私，言われた ことはみんなし

たわ。実際やってる積 もり。言われてみれ

ば全部正 しい ことだ し，問違 った ことじゃ

ないわ。でも，私は13歳 よ。自分の時間を

全部そういうことに使い切るなんてで きな

いわ。 まだ子供 よ。 それに，そういう荷物

が増 えて くるから，今に学校の方 も大変 に

なって くるわ。高校 出た ら大学，大学 を出

た ら仕事，そして結婚，子供の世話。私が

おばあちゃんになるまで続 くのよ， こうい

うことが。神殿 で揺 り椅子 に座 ってるおば

あちゃんたちみたいになるまで。」キティー

はそこまで言 うと， ソファーのクッション

に顔 を埋 めるように，身を投 げ出しました。

「責任 をよく果たせば果たすほ ど、大 き

な責任 を与 えられるんだね。 そういうこと

だろう。」

キティーはクッシ ョンに顔 を埋めた まま

何か言い ましたが，父親 の耳には聞 き取れ

ませんで した。

「それで急いですればするほど，遅れて

くるというわ けだ。」

キティーが またクッションの中か ら， う

なるような声で何か言い ました。

「お前 としては
，何で もきちん とや りた

いけど，何ひ とつ自分が望むような完全な

結果が出て こないように思えるんだろう。」
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キティーは顔 を向け直 し，父親 をじっ と

見詰めました。

キティーの父親は前に何度か，自分はあ

のヘ ンリー ・デビッド・ソーロー*に 似た と

ころがあって，窮屈 な生活 には耐え られな

い と言 ったことがあ りました。彼は仕事は

一生懸命 して
，家や庭の手入れ も良 くしま

した。で も，そ こか ら先に進んで，何かの

組織 に加わるというような ことはしません

でした。妻や娘たちがしている多 くの事柄

には，手 を出そうとしませんで した。キテ

ィーには，そんな父親が どうして自分の思

っていることを言い当てることがで きたの

か不思議でな りませんでした。

また，沈黙の時問が過 ぎていきました。

そして，キティーが こう言 ったのです。「お

母さんは，責任の こと一体 どうしてるのか

しら。」

「そうだよキティー
， この問題の解決法

は母 さんに聞かな くちゃ。母 さんな ら答え

て くれるよ……」

「でも
，お父さん。お母 さんは確かに何

でもやってるわ。みんなもいつ もお母 さん

のことほめるわ。『あなたのお母 さんは，ど

んな風 にしてそれをするの。 あなたのお母

さんのや り方教えて』って。」キティーは自

分にそ う聞いてきた人たちの声色を使って

話 しました。「私はお母さんみたいにきちん

とできそうに もないし， とて もあんなには

なれないわ。 そうしようとも思わない。 い

つ もみんなに聞かれるけ ど，私は知 らない

の よ。お母 さんが どうやってるのが何 も知

らないのよ。」

「母 さんに聞いた ことはあるのかい。」

rで も答 えは分かってるわ。 『ベス トを尽

くしなさい』 とか 『予定 を立てるのよ』 と

か何 とか言うだけよ。 きっとそんな ことお



母さんには簡単な ことなのよ。」

「もしそうだと したら
， どうして私がお

前の心の中の考 えや， さっき言 ったような

ことをすべて知 っている と思 うんだい。」

「それ じゃあ
，教 えてよ。 どういう風 に

やった らいいの。」キティーはソファーの上

に座 り直 して，腕組みをしました。「お母 さ

んは全部やってるわ。 どうしたらそうでき

るのか教 えて。」

「なるほど
，お母 さんは全部やってるの

か。全部ね。」突然父親は揺 り椅子か ら立 ち

上が り，屋根裏部屋か らはしごを降 りてい

きました。そうしている内に今度は作業場

とア トリエの間の物置き部屋か ら，何かを

捜す音が聞 こえてきました。

「お父 さん
，何や ってるの。 どうしたっ

てい うの よ。」

「ち ょっと待ってなさい。確かこのへん

にあったんだが……」 と低 い声の返事が帰

逡
　

中でやめな くちゃ

ならないこともあ

るだ ろう し，続 けていく

こともあるだろう。妥協

しなくちゃならないこと

もある。時 には，ひとつ

のことから別のことへ移

っていくこともある。で

もそれは，お前が 自分は

何を学ぶべきかを理解で

きるようにな ったか らだ

し，自分が与えるべき最

も大切なものを与え られ

てきたか らなんだ。

聖徒 の道/1983年9月 号

ってきました。それか ら， トランクのふた

を開 け閉めしたか と思 うと，手 に何かを持

ってはしごを駆 け上が ってきまし●た。

「こっちの明 るい方へ来てごらん
。」キテ

ィー も窓際の方へ寄 りました。「これ を覚 え

ているかい。」

それは白い布地のようで した。キティー

が手 に取 ってみる と，小 さなレースの ドレ

スで した。た くさんのひだや縁 どりがある

真 白な ドレスで，腰の ところには青 と赤の

模様が付いてい ました。 とて もきれいな物

で，それが自分の物であったこ.とをキテ ィ
ーは覚 えていました

。

父親が優 しい声で言いました。「お前 はま

るで天使のようだったよ。あの頃 は髪がブ

ロンドだ ったね。 この服 を着て，白の靴 と

靴下をはいて，確か，赤 と青のス トライプ 、
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だったな，服の模様 にぴった りなんだ。プ

ライマ リーの復活祭の発表の時だったよ。

お前は一番前の所に真直 ぐに立 って，ひ と

言 も間違 えないで歌ったんだ よ。たった3

歳 の時にだよ。父 さんは後 ろの方 に座 って

いたんだが，お前が 『神の子です』 と歌 っ

た時 には涙が出てきて， きま り悪 くてしょ

うがなかった。でも両隣 を見た ら，やっぱ

り男の人が泣いた り，鼻 をすす りあげた り

してるんだ。母 さんはお前 と，その服に と

ても満足 そうな様子だった。確か，母さん

はフィルム1本 分，お前の姿を写真 に撮 っ

ていたよ。今でもどこかにあるはずだ よ。」

キティーはその ドレスを もっと近づけて見

ました。母が丹精込 めた一針一針の縫い目

が見 えました。

「これ
，お母 さんが作 って くれたの。」父

親が うなずきました。「で も，お母 さん，今

は全然裁縫 しないわね。」

「そうだね
。母 さん も，何 もかも全部 を

したわけじゃない。家族のために縫い物 を

す るのが好 きだった けど，で も，ある時 と

うとう言 ったよ。縫い物 をしてる と時問が

かかって，.ほかの ことがで きないってね。J

父 親はキティーの手か らその ドレスを取 っ

て，丁寧 にたたみ始 めました。

「でも，お母 さん，絵 はやめなかったで

しょう。」

「そ りゃそうさ
。絵は母 さんの息抜 きだ

か らね。母 さんにとって絵 は泉の ような も

のさ。の どの渇きをいやすために人が寄 っ

て くる泉のようなものだ ったんだよ。母 さ

ん も満たされ る必要があったんだ。でなけ

れば，人 に与 えるものなんか何 もなくなっ

て しまうよ。母さんに とっては， それが絵

なんだ よ。それ ともうひとつが， この聖典

かな。今 まで母さんが土曜の夜に教会のこ
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とで人 と約束をした ことが あるかい。」

キテ ィーは大分考 えていましたが，やが

て首 を横に振 りました。

「ないだろう
。土曜の夜 は家族だけの時

間だったんだ。映画に行 った り，食事 に行

った り， ドライブや散歩 をした り。母 さん

に連 れられて美術館に行 くこともあるけど，

父さんも時々，母 さんのことホッケーの試

合 に連れてい く。土曜の夜は家族の時間 と

はっきり決めてあるんだ。」

』「私はまだ結婚 してないけど
，自分ひ と

りの時間 を取って もいいの。」

「いい とも。 そうで きるようにな らな く

ちゃいけないんだ。土曜 の午後 は，だれが

来たって，断わればいいのさ。何 も考 えな

いで， ここで横 になってるの もいい。雨 の

中を自転車で走 るの もいい。 とにか く， 自

分は13歳 なんだ と感 じられるような ことを

して土曜の午後 を過 ごす ことさ。絶対 にだ

よ。ついでにもうひ とつ，おまけをやろう。

土曜 日は畑仕事 はしな くて もいいか らね。」

「今初めて思ったんだ けど，お母 さんも

裁縫のほかに，途 中でや めた ものがた くさ

んあるのか しら。 どうなの。」そして，キ テ

ィーはまた白い ドレスの赤 と青の模様に目

をや りました。

「もちろんさ。でもや り続 けた こともた

くさんあるよ。 さっきも言 ったけど，絵 は

絶対 にやめなかった。だからお前 も，チ ェ
1
ロの勉強をやめようなんて考 える必要 は全

然ないんだよ，いいね。」

キティrは 不思議に思いました。水泳，

コーラス，読書， それにいろいろな ことを

してきたけ ど，チ土ロが 自分 にとって特別

なものであることを父が知っているのはな

ぜだろうか と。

「いいかい
，キティー。お前は これか ら



の人生で もいろい ろなことを求められてい

くけど，それはお前にいい頭 と才能が あっ

て，人のために働 こうという気持 ちを持っ

て るか らなんだよ。でも， どこまで人 に与

えて， どこまでを自分の もの として残すか

を，.知恵を使って決めなくちゃならない時

があるんだ。例 えば， いとこのタ ミーの こ

とを考 えてみようか。お前 はタ ミーのため

1に随分 と尽 くしてきたね。彼女の親にで き

ないような こともしてきた。で も，お前は

そのためにた くさんの時間を使ってる。タ

ミー も何で もひ とりでで きるようになるま

で は，愛 し，助 けて くれる人が必要だ。 では，

この問題を解決するためにはどうした らい

いと思 う。知恵を使 って考えて ごらん。」

キティーは立ち上がって窓の所へ行 きま

した。道路沿いにタ ミーの家が見 えました。

キティーはタ ミーがテーブルに皿 を乗せ る

手伝いをしてい る姿 を想像 しました。それ

から自分が何時間 もかけて助 けてあげた後

で，タ ミーが何 とか自分の力でや り遂 げた

時の誇 らしげな顔 を思い出 しました。キテ

ィーにはタミー を見捨てることな どとても

とてもできませんでした。

「そうだ
，ジェニー よ。 ジェニーはもう

大き くなっているんだ し，タ ミー とも仲良

しだわ。 タ ミーの世話 をす るようになれば，

テレビを見てる時間だ ってずっ と少なくな

るし， ジェニーのためにもいいことよ。必

要なことは私が教えてあげればいいんだ し

"」

「それはいい
，ジェニーにもで きると思

うよ。お前が新 しい指導者の責任を受 ける

力があるようにね。」

「ビーハイブのクラスのこと言ってるの
。」

「そうさ
，今 まではタミーが相手だった

けど，今度 は同じ年頃の女の子が相手だ。

聖徒 の道/1983年9月 号

まった く違 った責任だ よ。で も， きっとで

きるよ。母 さん と話 し合った方がいい と思

うな 。時間の取 り方についていろいろ参考

になる意見 を出して くれる と思うよ。でも，

時間の問題 はそう簡単 に考 えちゃいけない

よ。母 さんにとって も，』お前に とっても，

決 して易 しい問題 じゃないはずだ。途 中で

やめな くちゃならないこともあるだろうし，

続 けてい くこともあるだろう。妥協 しな く

ちゃな らない こともある。時には，ひ とつ

の ことか ら別の ことぺ移ってい くこともあ

る。でもそれは，「お前が自分は何 を学ぶべ

きかを理解 できるようになったからだし，

自分が与 えるべ き最 も大切 なものを与 えら

れて きたか らなんだ。タ ミーの ことのよう

にね。」

突然，母親の呼ぶ声が聞 こえてきました。

「あなた
，キティー，どこにいるの。食

事 の準備ができたわよ。」

「行 こう
，キテ ィー。母 さんを待たせち

ゃ悪いからね。」

「そ うね
。父 さん，本 当はね，夕食 の後

で，母 さんと話 をすることになってるの。

時間もたっぷ り取ってあるわ。 あっ，忘れ

るとこだった……」キテ ィーは窓際の椅子

に駆 け寄 り， きれいにたたんだ小さな白い

ドレスを取 りました。

「これ
， しばら く私が預 ってお くわ。」そ

してキティーは 「神の子です」の節に合わ

せて口笛を吹 きなが ら，父親の後ゑ付いて

い きました。

*ヘ ン リ ー ・デ ビ ッ ド ・ソー ロ ー

(1817-1862ア メ リ カ の 思 想 家 ， 博 物 学

者 ， 著 作 家)
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以下の人々の名前を当てて下さい。

1.私 は牛を使 って畑を耕 していた時 に，

予言者の召 しを受けました。

2.私 は父親の家畜 を捜 している時 に，王

として召 されました。

3.夜 寝ている時に，ある声に起 こされ，

予言者 としての召しを受 けました。

4.私 たちはア ンテオケの長老や予言者 た

ちの断食 と祈 りによって，宣教師 とし

て召 され ました。

5.私 は羊 を飼 っている時に，王 として召

され ました。

6.私 は祈 るために森の中へ行 き，そこで

予言者 としての召 しを受 けました。

7.私 は生 まれて8日 目に予言者 として召

されました。

8.私 は麦の脱穀 をしていた時に，

天使 を通 して召 しを受 けまし
掘〆 た

。

9.私 はイスカ リオテのユダに替

わる者 として召 されました。

10.私 は末 日聖徒 イエス ・キ リス ト教会 の

第12代 目の大管長 として召 され ました。
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一●ヰ
：リス ト と創1・

主
は私たちに，地球や人間を初 めとす

る万物の創造 に関 して，真の教義を

信じ，理解するよう望んでお られ る。事実，

後に分かる ことだが，創造の教義 を理解せ

ずに，』救いを得ることはできない。万物の

創造 に関 して正 しい知識 を得なければ，神
まつた

から完 き報いが与 えられ ると望むことはで

きない。他の方法 でその報 いを得 ることは

できないのである。

神は私たちすべての者の御父であ り，霊

の子 らが進歩 し，御 自身の ような者 となれ

るように，救いの計画 を立て られた。 それ

が神の福音であ り，人 に救いを得 させ る永

遠の御父の計画である。その計画は3つ の

要素からなっている。その3つ とは，創造，

堕落，瞭い，であ り，永遠 の原則の柱石 を

なすものである。

私たちは万物 の物質的な創造について理

解 しようとする前 に，創造，堕落，蹟 いと

いうこの3 .つの永遠の真理が， どの ように、

してひ とつに織 り合わせ られてい るか を

知 ってお.く必要がある。 この3つ の内，独

立して立ち得るものはひ とつ もない。それ

ぞれが他のふたつ と結び付いているのであ

る。3つ すべてを理解するのでなければ，

一つ一つに対する真の理解 を得 ることもで

きない。

救いはキ リス トの中にあ り，キ リス トの

蹟いの犠牲によって もた らされ る。主イエ

ス ・キリス トの購いは，啓示 された神 の教

えの中心 をなす ものである。 キリス トの蹟

いは，アダムの堕落 によって この世 にもた

らされた肉体 と霊の死か ら，人 を解放 して

32

くれる。尊 き主が死か らよみがえり，眠れ

る者の最初の実 とな られた。それによって，

全人類が復活 で きるよ うになったの であ

る。

また，キ リス トが死 なれたのは，罪 を犯

した人間を救 うためで もあった。 キリス ト

は悔い改めを条件 として，すべての人 の罪

を負われたのである。人が神の賜 の内最大

のものである永遠 の生命 を得 ることができ

るのは， キリス トがゲツセマネ とゴル ゴタ

でなされた瞭 いの業 によるので ある。キ リ

ス トはまさに， よみが えりであ り，命であ

る。不死不滅 と永遠の生命 もまた， この贈

いを通 して得 られるようになった。大いな

る順 い主 が持 ってお られ る瞭 いの力 の栄

光，驚異，永遠の意味 は， いかなる言葉，

表現力 をもって して も表わす ことはできな

いo

しかし私 たちは，堕落があったか らこそ

照いがもた らされた ということを春れては

ならない。堕落がなければ，不死不滅 と永

遠の生命 をもた らす腰いもなか ったのであ

る。 このように，確かに救いが順いのゆえ

にもた らされた ように，救いは堕落のゆえ

にもた らされたのである。

死すべき性質，繁殖，死 はすべて，堕落

をその出発点 としている。現世 における試

しは，人類の最初の両親がエデ ンの園の家

を追 われた時 に始 まった。 エノ クは こう
お ゆえ

言 ってい る。「アダム堕 ちたるが故 にわれ ら

今 ここに在 り。 またアダムの堕ちた るによ
わざわい

りて死 は来れ り。 この故 にわれ ら不幸 と禍

とを味わ う者 とせ られた り。」(モ ーセ6：
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●4=リ ス トと創堕 、

忘れてはならない。 この堕落によって，す

べての事物の状態が変化 した。万物 は堕落

し，変化 し得 るように創造 されていたので

ある。 このようにして現 出した現世 の状態
つ

は，御父の永遠の救いの計画 に属ける全条

件が効力 を発す る上で不可欠のものであっ

た。

最初の物質的な創造は，その本質 におい

て，不朽性を備えていた。エデンの園の時

代の生命体はすべて，堕落後の存在 とは異

なる次元の高い ものであった。来るべ き堕

落はあ らゆる存在 を低 い次元 に落 とす もの

であったが，それは同時 に，進歩への道 を

備えるものであった。死 と繁殖はまだ この

世 に入っていなかった。死がアダムか ら人

類への贈 り物 とな り，永遠の生命が神の賜

としてイエス ・キリス トを通 して与 えられ

ることになっていた。

このように，現世 の状態 は神が与えて下

さったのであ り，アダムによって死が もた

らされ，キリス トを通 して不死不滅 と永遠

の生命が もた らされることになったのであ

る。リーハイは説得力のある適格 な表現で.

全人類は堕落のゆえに，「試 しの生涯」1こあ

ると言っている。また，「もしもアダムが罪

を犯 さなかったな らば，彼は堕落をせずに・

そのま.まエデンの園 にいたで あろう。」当時

のアダムは肉体的に不死の状態 にあった。

つ まり，まだ死が入っていなかったために，

そのまま泳 遠 に生 きることもあり得たので

ある 「また，アダム とイヴは子供 をもうけ

ることもなかったであろう」。彼 らは試 しの

生涯 と肉体 の死 を経験す る機会 を与 えられ
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一. 9

なかったか も知れない。 しか し， この世 の

試 しを受 けなければ，永遠の生命を受 ける

ことはできないのである。父なる神 に感謝

しようではないか。 一 「アダムが堕落 し

たのは人類を生ずるためであ り，人類が現

世 に在 るのは幸福 を得んためである。そ し

て時が満 ちる と，人間の始祖の堕落の結果

か ら人 間を腰 うため にメシヤが来 りた も

う。」(II二 一 ファイ2：21-26)

私 た ちは救いの計画に関 して， これ らの

事柄 を認識す ることによって，地球や人類

を初め とするあ らゆる生命体の創造 を考察

することがで きる。創造によって堕落が生

じ，堕落によって蹟 いが来，瞭 いによって

救いが もたらされ るρ このことを理解 して

お くなら，創造 に関 して神か ら与 えられた

知識 を，全体的に正 しく把握することがで

きる。

創造に対する私たちの知識は限 られた も

のである。私たちは万物 の創造がいつ， ど

のようにして， どのような目的で行 なわれ

たか を知 らない。 もし創造に関するすべて

の ことが輝かしい完全な形で，余す ところ

な く啓示 された として も，私た ちの限 りあ

る頭脳で は琿解できないであろう。堕落 と

贋 いを正 しく理解 し，，敦し〉を受 け継 ぐ者 と

なるためには， これ まで に啓示 されてきた

主のみ言葉 を信 じ，理解 しなければな らな

いo

将来，主は今以上に，私 たちに対 して，

創造 について深 く考えるように求 められ る

であろう。末 日の啓示 にはこう書かれてい

る。「主の来 りた もうその 日にはすべての事



あらわ

を顕 したまわん。すなわちすでに過 ぎ去 り
なんひと

しこと，また何人 も知 らざる隠れたること，

この世の造 られたる事物 のこと， また この

世 の 目的，終 りな ど』一…」(教 義 と聖約

101：32-33)福 千年が来るまで，私たちは
ヒ

これまでに知 らされて きた創造 に関す る真

理を信 じ，受 け入れなければならないので

ある。

キ リス トは無数の世界の創造主であ り，

蹟い主である。人間にはその世界 を数 え尽

くすことはで きない。無限無窮の創造 と蹟

いの業 に関 して，聖典 には御父のみ言葉が

次のように書かれている。「われは，無数の
しか

世界 を創 りた り。而 して，また これ らは わ

れ 自らの目的あ りて造 りしなり。而 して，

わが子 によ りて これ らの世界 を創 りた り。
ひとりご

わが子 とは，わが生みたる独子の ことな り。

・され ど， この世 とこの世 に住める人々

の話のみを汝にして聞かす。」主が創造 され

る地のすべての世界に関 して私たちが知っ

ているのは，蹟 い主を通 して地 のすべての

人 に「不死不滅 と永遠の生命 とをもた らす」

のが，主の業 にして，'主の栄光 である とい

うことだけである。(モーセ1：33，35，39)

お そ らくこの神権時代に与 えられた内で

最 も輝か しいと思われる示現の中で， ジョ

セフ ・スミスとシ ドニー ・リグドンは 「御

父の右 に御子」がお られ るのを見， また，

「御父の生みた もう独子な りと証 した もう

声 を蘭 けり。すなわち諸々の世界 は彼 の手

により，彼の手を経て， また彼によりて先

に造 られ， また現 に造 られ， これに住 む者

たちも皆神よ り生れたる息子 と娘 なること

聖徒 の道/1983年9月 号
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を証 したもう。」(教 義 と聖約76：20，23-

24)キ リス トは創造主であり，腰 い主なの

である。 もろ もろの世界 はキ リス トによっ

て造 られ，その無 限の瞭 いによって， この

世 の人々はキ リス ト御 自身 と共同の相続人

として，神の家族 に迎え入れ られる。 この

示現 を信ずる ことによって聖徒 らは神の子

供 となることがで きる。予言者 ジョセフ ・

ス ミスはこの示現を元に次の ような文を書

いている。

「また，天 よ りひ とつの大いなる声あ り

て証するを聞 く，

そは救 い主にして神の独子な り，

諸天の広が り限 りなしとい えども，

諸々の世界 は，彼の手により，彼の手 を
よ

経てγ また彼 に因 りて造 られた り。

また，そこに住める者は，初 めより終わ

りに至るまでジ

我 らが救い主 によりて救わ るるな り。

また，彼 らが神の生みたもう娘，息子

となるは，

同む真理，同じ力によりてな り。」

(餓 〃6%吻JS畝Yo1・4，PP・49-551Cited

in1レ あ7%zo%1)06∫7わz6，12nde(玉.，Salt

Lake，City.：Bookcraft，1966，p.66)

滅 び ゆく人問には，創造 と腰いの業の無

限無窮の本質 を理解することはできない。

私たちは，主が この ような啓示を通 して，

その果て しないみ業に関する永遠の真理を

かい ま見させて下 さった ことに感謝 してい

る。私たちに関係があるのは， この地球で

ある。永遼 の生命 を得 ようと奮闘する私た

ちに道 を示 して くれるのは， この地球の創
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アダムが堕落したことによって,腐 朽性が持ち込まれ,

子孫が殖えるようになり,死 が入 り込んできた。
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造 に関する真理なのである。

それでは,ア ブラハム と共 に前世の｢高

貴 にして偉大なるもの｣の 群れを見てみよ
ごと

う。｢こ れ らの者の中に,神 の如き者｣が ひ

とり立 っておられた。 この御方がかの大 い

なるエホバ,御 父の長子である。御子は｢と

もに在 りし者 たち｣,す なわち,ミ カエル を
くた

初め とする雄々 しき者たちに,｢わ れ ら降 り

行かん。か しこに空間あればな り。而 して

これ らの材料をとりて,こ れらの者の住 ま

うべき地 を造 らん｣と 仰せになった。(ア ブ

ラハ ム3:22,24)
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よ く見，聞き，考 えるなら，私たちの理

性 は光を注がれ，理解は天に も達する。キ

リス トは確かに，御父の霊の子 らが住むべ

き家 を創造されたのである。 しか し，キ リ

ス トはひ と りで それ をな されたので はな

い。創造 は組織的に，つまり，他の高貴 に

して偉大 なる霊たちにも，それぞれになす

べ き分が与え られていたのである。 また地

球 は既存の物質を用いて創造 された。物質

は永遠であり，創造 とは組織す ることなの

である。

創造 の業の進行 を見てい くと，神が十戒

の 中でモーセに語 られたみ言葉が，実際 そ

の通 りであることが分かる。「主は六 日のう

ちに，天 と地 と海 と，その中のすべてのも

のを造 って，七 日目に休 まれた」。(出 エジ

プ ト20：11)で は，その一 日一 日になされ

た創造のみ業 を見 てみよう。

まず最初 に，聖典に言 う1日 とは何であ
るいだい

ろうか。それ は時代，累代などとも呼ばれ

る，ある区切 られた時であり，永遠の時の

一部分である
。 また，確認できるふたつの

出来事 にはさ まれた時 と言 うこともで き

る。創造の1日 とは，長 さが どれだ けであ

るかに関係 な く， その目標 とする ところを

達成 するために要 した期間を言 う。尺度の

ひとつとして用いられているのが， 日の栄

光の状態の天体が1回 自転す るのに要す る

時間である。例 えばアブラハムは，「主の計

算」によれば，1日 は 「一千年」 に当たる
かいてん

と言っている。 これが 「コロブの一廻転」

であ り，「主の時の計算」なのである。(ア

ブラハム3：4)
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聖典の中には，創造に要 した6日 がいず

れ も同 じ長さであった と述べ ている啓示は

ない。創造に関 して私たちに知 らされてい

るのは，モーセの書 とアブラハムの書，そ

して神殿 の中で教 え られ ている事柄 であ

る。 この3つ の教 えは どれ も予言者ジ ョセ

フ。ス ミスにさかのぼることができる。モー

セ とアブラハ ムの記録は両方共，天地創造

にまつわる様々な出来事 を，連続する時の

流れの中の事柄 として描いている。具体的

には後に見ることにする。理 由があって神

殿の教 えでは、時 の区分の仕方が異なって

いる。神殿の教 えによ く通 じている人 には，

その理由は明 らかである。明 らかに「6日J

という時 は，ひ とつの連続す る時代であ り，

連続する創造の業 を区切 って考える必要性

はないように思われ る。

モーセの書 と神殿の教 えが述べているの

は物質的な創造，つ まり触知 し得 る物質の

組織についてであ り，霊的 な創造ではない。

アブラハムの書は創造 の業の詳細 な計画を

提示 して くれている。そこには創造を推 し

進 めた神々の計画が記されている。6日 間

の出来事 を記 した後に，アブラハムはこう

書いてい る。「天 と地を造 らん と神々同志に
はか ごと

て議 りた まいし時決めた るはか くの如 し。」

(アブラハム5：3)

そ れ に続 けてアブラハムは，神々が初 め

の計画通 りに実行 した ことを書いている。

とする と，アブラハムの書は，実際の創造

について記録 したもの ということになる。

第1日 一 エロヒム，エホバ，ミカエル，

そして高貴 にして偉大 なる者たちは，皆各
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自の分担 を果 た した。「神々」は空 と地 を
むな

造 った。地 は 「形 な くして空し」く， まだ，

人の救い という目的 に役立てることので き

る状態にはなか った。地 は 「空 し くて荒れ

果てたる所Jで ， まだその表に生命が存在

し得 る状態ではな く，神の子供たちが住む
ふち

所 としては不適当であった。大 いなる「淵」

の 「水」が表われたが，「光 あれ」との命令

があるまで，、暗黒が覆っていた。光 と闇 と

が分けられ，光 を 「昼」と呼び，闇を 「夜」

と呼んだ。・これ は明 らかに，地球が自転す

る天体 として造 られ，太陽の周 りを巡 る軌

道上に置かれたこ とを示している。(モーセ

2：1-5;ア ブラハム4：1-5参 照)

第2日 一 この日，水 は地表 とそれ を取

り巻 く空の間に分けられた。「大空」とも「広

が り」とも呼ばれる 「天」が造 られ，「広が

りの下の水 と，広が りの上の水 とを分」け

た。この創造の過程が進むにつれ，雲，雨，

嵐な どによって，まだ地上 に現われていな

かった生命 をもた らす準備 もなされた こと

であろう。(モーセ2：6-8;ア ブ ラハム

4：6-8参 照)

第3目 一 この日に初 めて生命が現われ

た。3日 目に 「天の下の水」が 「一つ所に

寄 り集Jり ，「乾 ける地」が現われたのであ

る。乾いた地は「陸」，寄せ集められた水は

「海」 と呼ばれた
。 また， この日，神々は

「地 を組織 して」
，様々な草木 をはえさせ

た。そして神々が まいた種か ら，あらゆる

種類の植物が生 じた。青草，種を生ずる草，

樹木ばそれぞれ 「その種子 より」生 じジ「そ

の種類に従いて」実 を結ぶ ようにとの言葉
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があ り，植物の王国の領域が， その様々な

種類 を造 った神々の手によって定め られた

のである。(モーセ2：9-13;ア ブ ラハム

4：7-13参 照)

第4目 一 あらゆる種類の種が地上に ま

かれ，芽 を出 し，生長 し，種 に従って実 と

種を付ける備 えができた時，神々は彼 らの

地上の園を肥沃で美 しい所 となすべ く，万

物を組織 された。 また，神々は 「大空に諸

諸の光を組織 し」た。 これによって 「季節」

と，「日」と 「年」を数えるための基準が生

じるようになったのである。 この時 にどの

ような変化があったのかを知るすべ はない

が，地球 は太陽，月，星 と現在 あるような

関係 を取 るに至 った。少 な くとも， それ ら

の天体 の光が，新 しく創造 された地球を包

む霧の中 に輝 き出 したので ある。 これ に

よって，地表 に立ち込めていた霧が，問 も

な く出現す ることになっていたすべ ての生

命 に対する独 自の役割を果たす備えがなさ

れたのである。(モーセ2：14-19;ア ブ ラ

ハム4：14-19)
す

第5日 一 魚，鳥，「水」の中に棲 む 「あ

らゆる動 く生 き物」がこの日に創造 された。

神々は これ らの動物 を，新たに創造 された

地球 に置 き，こう言われた。「豊かに生めよ
ふ み

殖 えよ，海の水 に充 ちよ， また鳥は地に殖

えよ」。人間に も与えられ，またすべての生

物 にも当てはめることので きる同類の戒め

同様， この命令 も即座 に具体的な形 となっ

て現れることはなか った。 しか し， それは

間 もな く実現す ることにな うていたのであ

る。水生動物 と鳥類 に与 えられた，生めよ



殖 えよというこの戒め には，「その種類 に

従Jっ て という制約が付いていた。別の種へ

の進化 ということは，神のみこころにはな

か ったのである。(モーセ2：20-23;ア ブ

ラハ ム4：20-23)

第6日 一 この 日は創造の中で最 も輝か

しい日である。6日 目の早い時期 に，大い
けもの

なる神々は 「地の獣 をその種類 に従い，家
は

畜をその種類 に従い，地 のすべて這うもの ・

をその種類に従いて造 りた り。」ただし，そ

の繁殖については，他のすべての生物 にも

適用 される制約が付 けられていた。 すなわ

ち，種 に従わずに繁殖はで きない という条

件である。

私たちが これ まで考察 してきた ことは，

今やすべて成 った。 しかし，人間について

はどうだ ろうか。地上に人間は現われただ

ろうか。人間の姿 はまだ見えなかった。 そ

こで神々は互いにはか り， こう言われた。
くだ

「いざわれ ら降 り行 きて
，われ らのかたち

かたど すがた ごと

に象 りてわ れ らの像 の如 くに人 を造 り

・」 そして
，神 々は 「降 りてその像の如

くに人 を組織 したまえ り。すなわち神々の

像の如 くにこれを造 り，男 と女に造 りた ま

えり。」神々 ははか り合 った通 りのことを行

ない，創造の過程の 中で も最 も輝か しい業

を成 し遂 げたのである。人間は神の意志に

従って前進する最高ゐ被造物である。人は

永遠の御父のかたちに造 られ，万物 をr治

め」 る権能を与 えられた。そ して最後 に，

神 は御 自身のみこころが永遠に進展 してい

くように，「男 と女」を祝福 し， こう命 じら

れた6「 豊に生めよ，殖 えよ，地 に充ちよ，
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地 を従わせよ，また海の魚 と空の鳥 と地 の

上 に動 くすべての生物 を治めよ」。6日 目の

終わ りに，神々は自らの創造の働 きを見 て
はなは

満足 し，「造 りしすべての もの」を見て，「甚
よ

だ善 し」とした。(モ ーセ2：24-311ア ブ

ラハム4：24-31)

以 上 が創造に関 して，神か ら啓示 された

事柄であ り，モーセの書 とアブラハムの書，

な らびに神殿 での教 えをひとつ.に要約 した

ものである。6日 目が終わ った次の段階の

.ごとについて，モーセゐ書には次のように

書かれている。「か くの 如 く天地成 りぬ。そ
しか

の万群 ことごとぐまた然 り。」そして主は

「第七の日」に休蕊れた心(モ ーセ3：1-

3).門r㌧

主が私たちに，創造に関す るこれ らの啓

示を与えられたのぽなぜだづうか。これら

の啓示が与えられた ことにばどのような 目

的があるのだ ろうか。 これ らについて知る

ことは， 自らの救 い を全 うし，私たちの主

であ り万物の創造主である御方に心を注 ぐ

上で どの ように役立つだ ろうか。

言 うまでもな く，.私たう に与 えられてい

る啓示の中に，不必要な ものは何 もない。

主がなされ るすべてのことには， 目的があ

る。主は私たちに，み言葉 を蓄 え， その隠

れた深い意味をよ く考 え，完全 に理解する

よう望んでお られる。実際にそうしている

人々は，創造に関する啓示にはふたつの大

きな目的があるごとを理解 しでいる。その

広い意味での目的は，私たちに試 しの生涯

の何たるかを理解させる ことにある。 この

試 しの時期にあらゆる人 は試しを受 け，「何
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●牛リストと掘借

偉大な造り主は陵い主となり,人 類を堕落の影響から

解放し,不 死不滅と永遠の生命を与える者となられた。
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にてもあれ,主 なる彼 らの神の命 じた まわ

んすべての ことを｣な すか どうか見 られる

のである。(ア ブラハム3:25)具 体 的な目

標 は,啓 示 された神の教 えの基 を成す,主

イエス･キ リス トの贈いの犠牲について理

解 させることである。

6日 の間にあった事柄 と,7日 目に主が

休 まれたことについては単 に出来事の記述

があるのみで,創 造に関する記録の意図す

るところが明確 にされていないという考 え

は もっともである。主は,モ ーセの書の3

章 に書かれているように,創 造の目的 と本
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質 を続 けて説明 してお られ る。主は ここで

創造に関 して解説 を してお られ るの であ

る。 ここに明 らか にされている幾つかの事

実 と原則を知 らず に，何が創造の真の教義

であるかを理解す ることはできない。主御

自身によ るその解説 は，時間的 な流 れ に

沿 った記述 の中に挿入されてい るが，それ

はその記述 の真義 を理解 させるためで あ

る。 したがって，その解説 には時間的な整

合性はない。主が創造の過程において順次

行 なわれた事柄 についての解説 なの であ

る。

主嫉創造 に関するその解説 を始めるに当

た り，6日 の問に行なわれた業に触れて次

の ように言われた。「われ主なる神の天地 を

造 りたる日に天地の創 られたる時，天地の

生成 した るかはか くの如 し。」(モ ーセ3：

4)確 か にその業 は成され，啓示 も与えら

れている。 しか し， それを理解するには，
いくばく

なお幾何かの真理が必要で ある。それは，

万物がすで に前世において存在 していた こ

とと，地球 とすべての被造物が初め創造主

の手か ら生 まれた時は不朽性 を有 していた

ことに関連する真理である。 このふたつの

概念がひ とつの文章の中 に織 り込 まれてい

る。 また，そこに用い られてい る言葉 には

二重の意味があ り，前世の状態 と，初めて

物質的な創造が行 なわれた時のことの両方

に当てはめられ るもの もある。

そして主は，野のすべての草や木 を， ま

だ地上に植 えない内に創造 したことと，天

においてすべての人 間を創造 したが，地 を

耕す人がひとりもいなか った ことについて

聖徒 の道/1983年9月 号
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語 られた。(モーセ3：5参 照)主 が ここで，

万物の前世 における存在 を言われたのは明

らかである。 この地球 を初 め，人，動物，

魚，鳥，植物な どはすべて，最初霊 として

存在 していたのである。その起源 は天であ

り，地球が創造されたの1ま，それらのもの

に物質 とい う衣を着せるためであった。

「そはわれ主なる神
，わが語 りしすべて

おもて

の ものを， これ らがい まだ地の面 に自然に

在 るに先だち霊 として創 りたればな り山 こ

の言葉は，霊の創造 として考えるなら，真

の意味が理解できるであろう。 しかし，そ

れにはさらに重大な意味が ある。続 けて次

のように書かれてい る。「またわれ主なる

神，雨 を地 の面に降 らせず・・一 地の面 にも

水の中にも空の中にもいまだ肉ある者なか
ことば

りければな り。 され ど，われ主なる神，言
いだ

を出したれば霧地より上 り来 り土地の面を
うるお

あまね く湿 した り。」(モ ーセ3：5-6)

主 は ここで，自ら先 に語 られた事柄，6日

の間にあった事柄， そして，モーセの書2

章 に述べ られている物質的 な創造の記述 に

ついて言ってお られる。主 はそのようにし

て造 られた物 は，霊的な存在であ り，先に

挙 げた理由から，'「地の面 に自然に在」った

のではない と言 ってお られる。

ここで信仰箇条第10条 につ いて考えな

けれ ばな らない。「われ らは……地球は元に

あらた まりて楽園の栄えを受 くることを信

ず。」つ まり，最初に造 られた時，地球は楽

園の状態で，死がなかったということであ

る。そして，主が再臨 し，福千年の時代が

始 まる時，地球は再び楽園の状態 に戻る。
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地球は再新 され，義人が住 む新 しい天 と地

になるのである。その日には，すでに知 ら

されてい るように，「死ぬることなきを以て
い か

如何なる悲 しみ もあることなか らん。」(教

義 と聖約101：29)

この ように，最初 に創造 された世界 は楽
ふきゆう

園の状態で，死や腐朽性 はまだ入 り込んで

いなかった。地上には滅 びゆ く性質 の体を

持 った生物は存在 していなかった。創造は

すでに終わ っていたが，死が入 り込 んで く

るのはまだ先の ことであった。万物が不死

不滅の状態に造 られていたのである。 リー

ハイはその状態の時のことをこう言 ってい

る。「そして創造 された万物 は造 られた後の

状態 そのままに続いてあったに違いな く，

また必ず その まま永久 に続 いて終 りがな

かったであろう。」(II二 一 ファイ2：22)

も し死がないな ら，必然的 に，万物はそめ

まま永遠に命を保つ ことになる。

創造 に関する主御 自身の解説が さらに次

のように続いている。「われ主なる神，土の
ちり も はなのあな

塵 を以て人 を造 り，生命 の息をその鼻 孔に

吹き入れた り。人すなわち生ける 『霊の結
お

合体』 とな りぬ。すなわち地の上に於 ける

最初の肉あ る者 にして また最初 の人間 な

り。さりながら，すべての ものは前 に創 ら

れ たるがこれらはわが言によ りて霊 として
な

造 り為 され しな り。」(モ ーセ3：7)何 と

深い意味 を持つ言葉ではないだろうか。 ア

ダムの肉体 は，神が彼 を造 るために降 りて

来 られたその地上 の塵 で造 られ たのであ

る。アブラハムが言っているように， アダ

ムの 「霊」はその肉体に入 った。(ア ブラハ
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ム517参 照)こ うして人 は不死不滅 の生

ける 『霊の結合体』 とな り，肉体 と霊がひ

とつに結び合わされたのである。 まだ死が

入 り込んでお らず，アダムは他 の万物 と同

じように，霊的な存在 として造 られていた。

その後，アダムが堕落 したことによって，

腐朽性が持 ち込 まれ，子孫が殖 えるように

なり，死が入 り込んできた。堕落 した人問

は死すべ き存在 となったのである。 アダム

の肉体は滅びゆ.くもの となり，「地の上に於 一

ける最初 の肉ある者」 となったのである。

そしてアダムの堕落の影響はすべての被造

物に及ぶことになった。万物が堕落レ，死

すべ き存在 とな った。死が世界に入 り込み，

君臨 した。そして繁殖が始 まり，偉大な永

遠の主のみ業が前進 を始めたのである。

このように，万物は最初天 において霊 と

して造 られ，後 に死ぬことのない存在 とし
な

て造 られ地上に置かれた。「霊 として造 り為

され しな り」 とあるが， これは， まだ死が

なかった とい う意味である。その肉体 は地

球に存在す る元素でで きていたが，堕落に

よって死が入 り込んだ後 の滅びゆ く肉体 と

は違い，霊によって生か される体 であった。

滅 びゆ く肉体 は死 に従属す るが，霊 によっ

て生かされ，不死不滅 の性質を持つ肉体 は

死 の支配下にない。 このゆえに，堕落，腐

朽性，死が必要 となって くるのである。
かた

「われ神
，エデンの東の方 に一つの国を

設 けてわが造 りし人 をそ こに置 きた り」

(モーセ3：8)と 聖 典にある通 り，父祖

アダムはエデンの園に住んだ。アダムは神

が創造 した最初の人間であ り，堕落によっ



て最初の肉ある者 となった。堕 落の結果，

すべ ての ものが霊 に よって生 きる状態 か

ら，死すべき状態へ と変化 したのである。

聖典 には こう書かれている。「われ主 なる
み うるわ

神，人の観 るに美 しきすべての樹 を自然 に

土地よ り生ぜ しめ，か くて人 これを観るを

得た り。 このすべ ての樹 もまた一種の生 け

る 『霊の結合体』とな りぬ。」(モ ーセ3：9)

この記述の中には・他の種への進化など

とい うことはまった く書かれていない。 こ

こでは，「すべての樹」 と 「すべ ての もの」

について語 られているのである。聖典はそ

れ らをひとつの集合体 として，次 のように

続 けて書いている。「それは，われ神それを

創 りしその世界に， まことにわれが人の用

いんために備 えたるすべ ての ものすら創 り
しか

しその世界にその まま在 りたればな り。而
よ み

して人 はその食 うに善 きことを観 た り。」

(モーセ3：9)

主 の創造の解説 の中には，次の ように も

書かれている。「われ主なる神，土 よりして
けもの

野のすべての獣 と空 のすべての鳥 とを造

り，……彼 らもまた生ける 『霊の結合体』

な りき。 われ神，生命の息 を彼 らに吹 き入

れたればな り。」(モ ーセ3：19)そ して，
あばらぽね

比 喩的 にイヴはアダムの肋 骨か ら造 られ

た と述べ，死 も，現世の試練 もなかったそ

の時，「かの男 とその妻 とは，二人共に裸の
はずか

ままにして恥 しく思わ ざりき」 と続けてい

る。(モ ーセ3・ ：21-25参 照)

私 たちは堕落 に関連 して，主は園の中央

に 「善悪を知 る樹」を植えられた と教 えら

れている。(モ ーセ3：9)'そ して，アダム

聖徒 の道/1983年9月 号
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とイヴに次のような戒めが与 えられたので
こころ

ある。「この園のすべての樹よ りは汝の意の

ままに食 うことを許 さる。され ど善悪 を知
き

るの樹 よりは汝食 うべか らず。然 はあれ ど

も，食 うと食わざるとは汝に任す，そは汝

に与え られたればな り。 され ど，わが汝 に

禁 じたるを忘 るな。汝 これを食 う日には必

ず死ぬべ けれ ばな り。」(モーセ3：16-17)

再 び比喩的な言い方がされてい.る。善悪 を

知 る木の実を食べたということは，最初の

両親が， 自分たちの肉体が不死不滅の状態

か ら死すべ き状態へ変わるように，律法が

求 めるすべてのことに従 った とい うことで

ある。

モーセの書第4章 には堕落 についての記

述がある。アダム とイヴが禁断の実 を口に

して，地 は呪 われ，いばらとあざみを生 じ

た。つ まり，地球が現在 ある状態に堕落 し

たのである。 イヴは 「すべての生 きるもの

の母」(モ ーセ4：26)と 呼 ばれ，アダムと

の間に 「息子娘」をもうけることになった。

(モーセ5：3)

この ように，人は堕落 し得る存在 として

造 られていたのである。アダムは堕落 し，

人類 に腐朽性 と生殖の力 と死 とをもた らし

たが，それによって主イエス ・キリス トの

瞭いの犠牲の祝福にあずかれるようになっ

た。人類 はアダムの堕落によってもた らさ

れた肉体 と霊の死か ら蹟われ，不死不滅 と

永遠の生命 を受 ける ことがで きるように

なった。創造，堕落，驕いはひ とつに結び

合 っているのである。

万物の創造 に関するこれ らの啓示された
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真理 は， この世 の数 多 くの仮 説や理 論 に

真っ向から反対するものである。しか し，

この真理は神のみ言葉 であ り，私たちが受

け入れなければならないものである。宇宙，

地球，人問，そ してあ らゆる生物 の創造 に

関して知 らされている知識 は，その未知の

部分 と比較する と，極 めて微々たるもので

あるということを，私たちは率直 に認 める。

しか し・主 は私た ちに・ この試 しの生涯 に

必要なだけの奥義 を与 えてお られる。

主はこれまで基本的な真理 を明 らかにし

てこられたが，私たちはそれによって，創

造の真の教義を理解す ることができる。そ

れでは，その教義 というのはどのようなも

のだろうか。イエス ・キ リス トは地球 とそ

の上に存在するすべての ものの造 り主であ

り，蹟い生である。ただ し，人間 を造 られ

たのは，私たちすべての者の御父，主 なる

神御自身である。御父が地上 に降 りて来て，

御 自身のかたちに男 と女 とを造 られたので

ある。地球 と他のすべての ものは不死不滅

の状態に造 られたが，堕落 し得 る存在で も

あった。偉大 な造 り主は蹟い主 とな り，人

類 を堕落の影響か ら解放 し，不死不滅 と永

遠の生命 を与 える者 となられた。創造，堕

落，贋いは永遠の原則 を支える3本 の柱で

ある。キ リス トを造 り主，・蹟 い主 として受

け入れる者は皆， キリス トと共同の相続人

となることがで き，御父が持つすべてのも

のを受け継 ぐ。 これ らのことが創造の真の

教義である。

確かにキ リス トは造 り主であり，照 い主

である。テンプル ・スクエアにある訪問者
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センターの円形の大広間には，バーテル ・

ソルバ ルセ ン作の大理石 のキ リス ト像が

立っている。 その堂々たる大理石像 は，造

り主が永遠の世界 のただ中に立 ってお られ

るように見える。 円形 の天井 と壁面 には，

組織 された宇宙を運行 する無数の天体が描

かれている。 この素晴 らしい作品を見 てい

る と，わずかながらに創造 の奇跡 を垣 間見

る思いがする。

また，人々 を癒 し，祝福 したその神聖な

手 と， ほこりにまみれた小道 を歩いた足に

は，釘跡が見 える。その足で歩 まれた地は，

御 自身が造 られたものであった。 そして脇

腹 には大 きな傷跡がある。 その傷か ら流れ

出た血 と水 は，照いが完成 されたことの し

るしであった。腰い主の奇跡の一端が見え

るようである。

これ らすべての ものの奇跡を考 える時，

私たちの目と思いは，その優 し気な顔 に引

き付 けられ，伸 ばされた腕 に何か私たちを

招 き寄せ る力を感 じる。 この素晴 らしい大

理石像は呼吸をし，次のように言っている

かのようである。「わた しは道であり，真理

であ り，命 である。」(ヨハ ネ14：6)「 すべ

て重荷 を負 うて苦労 している者は，わたし

の もとにきなさい。あなたがた を休 ませて

あげよう。」(マ タイ11：28)私 の もとへ来

なさい，そ うすれば救 いを受 ける ことがで

きる。私 の もとへ来て，私を造 り主，願い

主 として受け入れ るすべての 者に世の初め

か ら備 えておかれた王国 を受 け継 ぎな さ

い。来て，私 とひとつにな りなさいび私は

あなたの神である。
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お話 ナネ ヅト･ラ ーセン

雛 翻灘 碗
そと 施
にはアイルランドの風がふき

鱒 すさび つめ騰 雌 の
.

まどがラスをうっていた。せいさん

釜に榮ってきた支蔀の矢たちは,ス

トーブをかこんですわっている。部
や なか

屋の中はとてもあたたかい。バ トリ
こころ

ックの心もあたたかくなった。それ

は,ア メリカなまりのえい藷を藷す,
こと ば き

わかいせんきょうしの言葉を聞いた
い

からだった。せ んきょう しは言 った。

｢ふ くいんは
,し ん じつ です。 アイ

かみ さま

ルランドで神様につかえられること

をかんしゃします。｣
こと ば さ

その言葉を聞いて,バ トリックは
さい

とても19歳 になるまでまっていられ
おも

ないと思った。｢モ ルモンけいのこ
とも はな

とを友だちに話さなければ。｣バトリ

ックはモルモンけいを,し っかりと

だきしめた。そのモルモンけいは,
か ぞく おし

バトリックの家族にふくいんを教え

てくれたせんきょうしが,ソ ルトレ

ーク･シ テ ィーか ら蓬 ってくれたも
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の箭にいた。舌をかけようとすると,

とつぜん自の箭に,蒲 章の笑きなカ

ゴをせおったマイケルが由てきた。

バトリックはせのびをしたり,マ イ

ケルのよこからのぞいたりしたが,

もうトムはいなかった。バトリック

はしかめっつらをして,マ イケルを
かい そうがっこうみ

見た。学校でも,マ イケルは海草の
むら ひと はる

においがした。村の人たちは春にな
かいそう ばたけ

ると湧草をとって,ジ ャがイモ畑の
いち ねん しゆうかい

コヤシにする。マイケルは一年中海

章をとって,至 場に売っているのだ

った。その蒔,バ トリックにある響･

えがひらめいた。｢い や,だ めだ。

マイケルをさそうなんて。マイケル

は浸だぢじゃないもの。｣バ トリ ッ

クはマイケルをすきではなかった。
がっ こう せんせい

マイケルは学校で先生によくいたず
せんせい なに

らをしたし,先 生が何かしつもんを

すると,ゲ ラゲラわらったりした。

｢おいで,フ ロップス,マ イケル
ひと

よりもふくいんにふさわしい人はい

っぱいいるよ。｣バ トリックはいっ
こころ

た。でも,マ イケルのことが心から
つぎ ひ あさ

はなれなかった。次の日の朝,バ ト
くるま

リックはフ[コップスを車につなぐの

をわすれていた。
なに かんが
｢何 を考えこんでいるんだね。｣

とうぐるま せき たんに

荷車から石炭をおろしながら,お 父

さんがたずねた。
とう

｢ね え ,お 父さん｣バ トリック は
かみ さま

のろのろとたずねた。｢神 様はぼく

襲
.謹 感zζ

ρグ,'.

霧灘凱
銘

り 　 え

縫 欝　　 ナを

ラ･.馳 ゴ･欝i乎
｢

畢 劉 騨
ル

が

凌･,

･･､　轡

瀦疑
ノ

擁
礫

簾

･蓋

猷

難
纏

麟

､
溝

門擁

　
　

義
〆

,

匡

蓼
.･鍬

嘱 鷹 彦 灘･く'

1鰹 轄 讐{…



6Y

⊆マ(η(き⊆卑`4r｣穿.レム｣。g｢》ρ

親実藩～ユ宏⑦罵%爪rHふ〆
。ヨ皐ユ9噌卑聖つ

`(》睾再μ噌砥60ヨ(二α曾α二蚤
犀9¢4

卑2｢⑦ヨ£ユc旦〉翌μ畢,⑦極r～≧ヨ 4鐸2窪轟¢

α孕嬰`9･2[⑦9…皐ユc£(〉り劉寧[

μ鍵。ヨC堕翌喜驚ユ｢》μ砥つ2既

⑦雛[四､9'`9･騨學厨。;払りユc

≧9pc(〕:臼と二κ旧乙`3ムり@⑦老

。9(二匝孕吏蜀⊆ムり(二(氷ン?皐2保
馨9孝r覧149q

コ甲つ一:?りr｣穿.レと到6!て･rlヨふ〆 し【､

｢oマ曾N2準D一再⑦21宏再⑦と

二κ･□乙`半】η〔酉〉αn望。α⊆聖 婁

訂(二彗…Od/｣穿.レム`客〔ン｣。攣.自σ
z

告冒6三餐Fε861//1曜1(0弱薩

孕望9ミα旦つ◎⑦､り2こL中⑦qr`@ 7τ4◎セ7=

2望⑦玖8に?c虚〉箪[6爪rHき/

｢。乙rて･rHふ/`甲詳∈｣
罫､

。ヨ誉;章｢》皐

尊2～Σ老⊆2～Σ老⊆2`箪匹〈･∩引ふ〆
9マ

09£

ユ､り乎9μ旦(⊃#i皐Ω丑直蜀鰹dr｣穿
豊～召9麦q4

.レム`?曾⊇ζα(》､grμ6爪rl･刈ふ/

｢。マ､爪り聖且

`到しk食阜皐(｢｢》go旦轟⊆老
｣

｢6⊆興?～≧～畑2}皐食;睾りr｣阜

,レム:βnφ`lqしk巨翠α⑦､り2｣

｢。甲～≧砥n(二9､りユ(二翫､りつ雲}ユ⊂
マヰ

膨翌｢》､り〉､9'卑2}りr∠ン.レム`?⊂皐
｢

箪関齪。且つ臼一自α曾曾⊇P2kり旦 享皐》4

η〉寧}ユつ蚕卑Gりつ一(二9=～2⑦ t､～彰

製聖讐⊆9勲り印りα｢》Ω鼎)ζ～≧

Uζ皐藁`⊆ヨヨつ=?､り曾皐藁αつ團Y q望丸1望γ君Y=1

､り､りμ響蹴`つαn。kりα(;妾｣
翠弓Y4

｢。⑦卑9(｢》～≧食
.

孕卸､り､`藷響。⑦βへり9燕:りr｣穿

.レム孕[〉£}`卑ユOg｢》曾食μ塔且雰

⊆こP～払りユ(二､りユ(Aり皐曾n⊆2nイ

ユ2剛∠ン.レムμ難賊`@～～σ回｣ 　ヨぜしヰコニ

｢oα

9君&`'∩α/｢。皐曾塑qし仁老｣

｢。⑦(}@騨=?29りユc21

⊆甲～Σ食`翠?⊇､りΩ〉葺nμ99



よ。｣そ の蒔だった。とつぜんマイ
うみ

ケルがよろよろとして,海 におちた。

バトリックはおどろいて,か けよっ

た。
あし いわ｢足 が岩にはさまったんだ

。｣マ

イケルはいたそうにいった。バ トリ
いわ

ックはそのぬるぬるした岩をつかん
うこ いわ

で,動 かそうと した。 しか し,岩 は
う ご セ う こ

動かなかった。｢ぜ んぜん動かない

かい。｣

マイケルは顔をしかめながら,建
うご

を動 かそうと したが,だ めだ った。

そうこうするうち に,し おがみち

てきた。｢ど う しよう。｣

｢お いの りしよう
。｣と つぜんバ ト

リックがい った。

｢お いの りだ って?｣マ イ ケル は
,

バトリックの失きらいな,あ の,矢
かた

をばかにしたようなわらい方をした。

しかし,と つぜんわらうのをやめる

と,｢よ し,し よう｣と いった。

バ トリックはいのった。すると,

こわくなくなり,ど うしたらよいの

かがわかった。バトリックはフ〔]ッ
いわ

プスをつれてきて,岩 に〔コープをか

け,そ れをフロップスにつないだ。

はじめのうち,フ ロップスはロープ

をひくのをいやがった。そして,だ

50

みず あし

んだんかさをましてくる水を足でけ

り,め いわくそうに,し っぽをふっ

た。

｢それっ
,フ ロップス,ひ くんだ。

バトリックがせかせると,フ ロッブ
みみ た

スは耳をぴんと立てて,ロ ーブをぐ
いわ うこ

いとひっぱった。すると岩が動き,

マイケルの建がぬけた。
いえ

バ トリックの家へいそぎながら,

マイケルはいった。｢と てもしんじ
きみ

られないよ。君がおいのりをしてい

た詩 すごくしずかな吏痔ぢになっ
だい

たんだ。そして,き っと大じょうぶ
おも

だ って,思 ったんだよ。｣

覧 募ジ議一 晒鯉 曳

〆 璽 薫 黙'
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つ く

3.や もめ は,さ い この こな とあぶ らで,エ リヤ にパ ンを作 って あ
いえ た もの

げ ま した。 エ リヤ は,や もめの 家か ら食 べ物 が な くなる こ とは

な い,と や くそ く しま した。
おとこ こ き

4.や もめの 男の 子が,ぴ ょう気で しにま した。エ リヤ がお いの り
おとこ こ い

をす る と,男 の子 は生 きか え りま した。
ほん とう かみ おも

5.エ リヤ は,み んな に本 当の神 さ まを しん じさせ よ う と思 い ま し
さい し てん

た。 エ リヤ は,パ アル を しん じる祭 司た ち とあ らそって,天 か
ひ

ら火 を ろ･らせ ま した 。
うわ ぎ がわ みず かわ

6.エ リヤ は,上 着 で ヨル ダ ン川 の 水 を うち,川 を わ け ま した 。
ひ くるま てん 赫

7.エ リヤ は しな ず に･火 の 車 で 天 に 上 って い き ま した 。
う ねん まえ

8.キ リス トが お生 まれ にな る400年 前,マ ラキ は こうよげ ん しま し
いち ど ちから

た。｢エ リヤ が も う一度や って きて,む す びかた めの か ぎ とカを

あたえ るだ ろ う。｣
ねん がつ にち

9.1823年9月21日,ジ ョセ フ･ス ミス は,モ ロ ナ イ の お とず れ を
きん はな あと

うけま した。モ ロナイ は,金 ばんの こ とを話 した後 で,エ リヤ
はな

が くる とい うマラ キの よげんの ことを話 しま した。
ねん がつ か

10.1836年4月3日,ジ ョセ フ･ス ミス と オ リバ ー･カ ウ ドリ は,

カ ー トラ ン ドしん で ん で,エ リヤ の お とず れ を う け ま した 。 マ

⑨⑧⑧⑧⑨⑧⑨⑨⑧⑧⑧⑨⑧
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末日円徒の女性,全 米ヤング･マ ザー･オ ブ･

ザ･イ ヤーの栄誉に輝 く

ン グ マ ザ ー･オ ブ･ザ･イ ヤ ー に選

国 ばれたのは,ペ ンシルベニア州オレ
フィール ドのキャサ リン･ク ライヤー･ピ

ーター ソン姉妹(30歳)で す
。 これで末日

聖徒の女性が,2年 連続 この栄誉に輝いた

ことにな ります。昨年表彰 を受 けたのは,

ユ タ州オー レムに住むラ ドー ン･ジ ェイコ

ブ姉妹です。

ピーター ソン姉妹は,ス クラン トン･ペ

ンシルベニアステーキ部アレンタウンワー

ド部 に所属 しています。彼女は,ニ ューヨ

ーク州ニューヨーク･シ ティーで行なわれ

る,ア メリカン･マ ザーズ全国大会のヤン

グ･マ ザー州代表で,少 な くとも8人 は選

ばれている末 日聖徒の州代表のひ とりです。

なお,ア メリカン 。マザー 。オブ･ザ･

イ ヤー州代表の方 も,少 な くとも5人 が教

会員です。

全国大会 に出場 するマザー･オ ブ･ザ･

イヤー とヤング･マ ザー･オ ブ･ザ･イ ヤ

ーの候補者は
,全 米で開かれる州大会で選

出され ます。また候補者は一般家庭のほか,

教 会,市 民団体か ら推薦 されます。その後

州代表が全国大会 に出場 し,最 終審査が行

なわれ ます。通常,候 補者の中には,末 日

聖徒の女性が多 く見受 けられ ます。

今年度のヤング･マ ザー･オ ブ･ザ･イ

ヤーの ピーター ソン姉妹はうイ リノイ州シ

ャンペーンで生 まれ,1973年,ブ リガム･

ヤ ング大学で優秀 な成績を修め卒業しまし

た。専攻 は体育教育です。 そして1977年 に

トム･ピ ーターソン兄弟 と結婚 し,7人 の

●ヤング･マ ザー･オ ブ･ザ･イ ヤーに選 ばれたペンシルベニア州のキヤサ リン･クライヤー･ピ
ーターソン姉妹および夫 と7人 の子供

。｢チ ャーチニューズ｣よ リ転載。
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｢信仰 と研究｣と私 九州耐火煉瓦株式会社勤務

岡山ステーキ部ステーキ部長

渡辺 明

圏
は因果な商売で,年 がら年中新 しい

事や未知 な事柄に頭を没入させ,そ

の世界 に浸 りっぱなしである。そのためか

自動車の運転 も,も っぱら姉妹(妻)に 任

せてある。私が もし運転すれば考え事の癖

があって まず天国行 きは間違いない。

研究開発で外国出張や学会出席,ユ ーザ

ー との技術打ち合わせなどで家 を空 けるこ

とが少な くないが,身 体 は,い たってひ弱
わずら

である。13年 前 に患 ったべ一チ ェッ ト氏病

以来,身 体 を大切に使っているが,そ うも

いかず時々病床 につ く。で も,ま あ,元 気

である。

私がここまで充実 しているの も信仰のお

陰である。

研究上行 き詰 まることはしょっちゅうあ

あきら

る。でもあまり諦めた ことがない。考 えに

考え抜 くことが好 きだからである。苦 しい

けれ ども考え抜 くことにしている。

問題 を解決 した時,神 が私 に与 えて下さ

った暗示への深 い感謝の念 と,神 が弱い私

をね ぎらって くれた愛の手の肌触 りと心か

ら込み上げて くる霊水の温かさを感 じる。

まれではあるが,感 涙することさえある。
な ぜ

何故小才な私 に解決できたのであろうか。

もっと素晴 らしい人々がた くさんいるのに

と思 うと,い つの間にかそれを使命 と感 じ

た り,ま た私にのみ感ずる神の愛(み たま)

を痛切 に思 うのである。

私の才能では到底解決で きないと思 って

いた事柄が恵みによって賜 わる その気

持 ちはだれにも増 して幸福 に感 じている。

60



i9膏目'6≡垂ジε861/翼匡(0華}語

(干劃粛=[･普曝彫担諺鑑壇飛

嵜¥封亙劇)6馴･卜餌`'確累事虫9ε6{9皐

卑･ト!身郭α)。吸#理豪ぞ2管算ggr}【へ

彙濠啄4獲ン日`!49gr}冬事21蓄寧1曝
。管
･ヘユΩ劉〉導縁マ2曾q}穿撃･字…砂G

:f2抽孝`Q禦21湯困母羅畢R獲ユ(ン:f21勲

聰⑦申韓量謁撃琴罐條塑薯4季。!Σ【へ}G

尋2⑦阜尋逼垣>k3董重`くへ9>てへ障皐詠

蓄雲R2劔蟹4季(}マ2受冬弔阜勾2>暉1

}つ〉尋職`翠地崖♪(∂》賊ユ6R2々獲`･←
09溜え?)

.G4宗翠1弱¥

`鰹9留Rくへ茸罪1ユユレ4鰹算2ツ(2啄味

｢。録弔濠董箪⑦ユN･4寒鮒･〈舞一ふ/08(囲

呈)厚藩⑦[則Y。くへ壕つ看一[劉》つ寸/(恥一

yOI盛q`寸･〈;}一ふ/OZ尉[ζ罷⑦鼎Y｣
。曾【ヘユG呈9=2§字Y割?禦

。曾禦ユ藤醸⑦》輩

Ψ尋禦留>k>46案4蓄騨母厚男(汐[劉Y
。4

つ[彰劉母ぞ2?,喜遜鶴}G<字G評21算髪
`ユ6躰ぴ輩Ψ尋裂笛±曾4軸婁母雲知く字

魁2醜⑦マ暴勲叢(汐老R酷呈尋卵i麩鞠`〉

尋罪ゆ(の(嬢).くへ胡2蘭欄譲弘探軍》塁⑦

躾鞭`6更舷舞ロ訴4つ漁認鮮Y¥阜牲
。4(へG(へ留母身膣〉胡

21旬雲攻=`ユ百濠i騨¥k曾4講磁･き令2殴

2392熟字i騨¥k誉繋(∂(圏袈9⑨£9⑨甚

⊇1彰謡>1種!確舞銘×き/`劃4G毒21×き/曽

製04q詠/ソマζ(へ量勾⑦阜(へ尋冬ユ蚕羅【字

つ21マ誕･<4撃鵡嬉,巖1亙21勾♪壷⑦髪`つ

前睾マ〆'<421駒雲取三蝉弱瑠礁週獲
へQ.9鰍ζ1

。受q)濯耳濠22

4勲…弼ユ皐(盈9Ω(P期一翻4G毒21ぬ/⑦

暮製〉尋粂ぞ?マ身`つ猛呈宗目較1⑦享用

勲6｢首母勃…多図董9てη評亙§字藩碧⑦去味

2劇壬恐回}健G2腰身〉薬¥§ぴ畢(∂翻鋼

(o弱恐{殊⑦聾興z`剥管.闘身嬰藤耳熔濠…疹

睡?4講聯§4…嗣趣軍(∂彦ユ幽韓§4賜前軍
びくぴつソユをゆむ

弱{激⑦聾弱;z受塚雷⑦魏鋼薩`ユ駈挫(o×

4孤姜d～ごロ4髪ム劉獲`1埠摯〉翼毎OZ

。1Σくへ}Ωi劉〉導臼4【へ2
.算撃裂£

21職`晶願⑦妾04つ鰹くへ留!妾蛍(P叩R4

2聾くへ量ユマ禦`マ認⑦阜4皐詠国野諺〉

ア}q}G留母弟蛆`ユ⑦4勲i畏母班剛日

OZぞ｣･<4一評`∠熱♂ロ×[:て4`軍伝

。4(ン峯つ二)一【へ(}2々事〉翼[劉團lz}つ国暫

§字4G<字身累瞥舞導4G峯聖勲G吾尋/ソ妾

`ユ⑦4てへ}G留R認盛圓ユ季?轡21率日つ

【4つ。4G峯つ}G留母弟蛆2坤潭蝦92

9R`3･シ獅9q勾〔)。OZ～91⊥茎(0巨II
。q尋(ラ【字{チ<字(∂

4G～¥報聾欺へ!Σ禦`･字⑦4G軍諺932々

車弘蝉峯髪彫挫(∂獲2群累q`〉尋阜甲管
なア

膨母録丞(oユ肇泌彦国⑦(∂摩4Ω聾翠1最酉

尋駒Y團1`詠撃つi睾9くへR國薯1》璽凶`銘

4(ン禦宰1ρ量4冬ユ蟹葦R是蝸奪`昇;;煮⑦

車〔/て`ユつ璽縁最昂駈畳⑦α鯨嘘04G禦

§字224!け雲車解〉翼晶鋼9ユ量Ψi壷葺R

螺襲i載寅⑦獲`詠翻年一ミ譜4∠:蟹派`つ

翌甲21蟄派`§字9笛著!Σ鯨2哩虫99嘩
。管喫ユ(ラ

<字4つ謝号2甑

壕劇皆⑦裂濠劉(∂彰廻羊ミ4×赤翻鉢。管
レヰ

q).(1劉2》量判翼警`終4G留ぞ【字弼濯

阜算コ`罎警。(へ恥字享謁)《1劉2個圏く字

譲潭博⑦【へ多銘墾需国縁2を雅母!ソ老。吸

乖婁島2P2?(汐弱濠弱暫ユ4r委Ψ翠1マ禦
`)
.つ中蛍2憧⑦卵目。くへ尋つα峯禦判来

隆･の.つ婁罫21弱斎`阜}つ蛋叩》国滅
o曾禦ユ9<字4(へ}つ覇烈濠圏尉q碧:4

ゲをセ　

勲蒼21(圏44G尋2懸謝塁劉o曾禦こL9<字

曾尋〉潭算9勲蒼み》量⑦由≠`勲9身吾尋
。曾算粧2塗算罪豪(汐吸尋2咽謝鯉国`つ

く字つ
告!軍忌2

鎌π欝磯iii縷灘……,塁…i…舞｢iiiii馨獲i難.撒



αみ力沁ぺ蔓ジ{
冨

廿
{

斗

～

'

♂

曳

孝

{ 誓 錠 δ､莚夢欝地のた磯り

岡山ステーキ部･広 島ステーキ部

高松ステーキ部･山 ロ地方部合同

第2回 大山指導者会

開かる

囹
月10,11,12日 の3日 間,岡 山ステ

ーキ部
,広 島ステーキ部,高 松 ステ

ーキ部および山口地方部合 同の｢第2回 大
さ ぬ き

山指導者会｣が,大 山隠岐 国立公園の雄大

な自然に囲 まれた鳥取県立大山青年の家で

開催 され,安 芸宏地区代表の指導の下に,

総勢120名 が参加 した。

昨年開かれた第1回 の指導者会では,高

松 ステーキ部神埼武二郎ステーキ部長の発

案 により,｢指 導者 はどうあるべきか｣に つ

いて自由に討論 し,指 導者たちの心の悩み

をぶつけ合い,問 題解決の糸口を見つける

ことがで きた。

今回の指導者会は,岡 山ステーキ部溝内

俊夫副ステーキ部長が実行委員長 となって

企画され,歩 行 ラリーやそのほかの活動を

通 して潜在意識や能力の発掘,チ ームワー

ク,リ ーダーシップ,組 織 の活発化などに

ついて理解を深め,学 ぶ ことがで きた。

指導者会は,初 日の歩行 ラリー より始 ま

り,昨 年の復習 と,新 た に指導者 としての

心構 えを,ま た,グ ループに分かれての教

会実務 についての討論会,そ してレクリエ

ーション活動の順で進められた。2日 目の

夕刻から夜 にかけて行なわれた2度 目の歩

行 ラリーで94名 がペ アーを組んだ。 この活

動か らコース図に従 って細かい指示 を実行

する大切 さと難 しさ,同 僚同士の協力 と一

致 の必要性 を各自体得することがで きた。

最終日の証会では,多 くの参加者が力強

く神 を賛美 し,｢次 回はもっと成長して会お

う｣と 再会 を誓い合 った。(レ ポーター:岡

山ステーキ部幹部書記･高 田俊久)

●(写 真右上)安 芸長老の管理の下 に開かれた

指導者会。●(右 下)大 山青年の家でのタへの

集い。●(左 下)レ クリエーション活動。
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議員 を解任 して くれるのか と思 ったら,そ

うじゃな くて,何 て言った と思 う。『高瀬兄

弟,今,何 を,.主 は あなたにお望みだ と思

いますか。主はあなた を東京第5ワ ー ド部

の監督 に召したいと思 っていらっしゃいま

す』と言 うんだ。｣よ りにもよってこんな時

にと,私 たちふた りは抱 き合い,悲 しくて

泣いてしまい ました。夫は病気の原因がは

っきりせず, .娘は脳性麻痺,母 は腰痛,私

はノイローゼ。荷 を軽 くしてもらいたい気

持ちで一杯なのに,と ても耐 えられないよ

うな荷 を負わされたような思いが しました。

｢主 よ
,ど うして……。｣その夜の祈 りもた

だただ涙ばか りでした。

ところが,1週 間後 に祝福が訪れたので

す。それは神崎ステーキ部長が私たちの家

を訪問 して下 さった ことです。ステーキ部

長については間接的には夫か ら聞いてお り

ました し,ス テーキ部大会やワー ド部大会

でお話を伺った こともあ り尊敬 してい まし

たが,直 接個人的 にお会いするのは初 めて

で したので,何 か雲の上の方をお迎 えする

ような感 じで,神 聖で有 り難 い気持ちが致

しました。 ステーキ部長は夫か らすでに私

のことを聞いてい らっしゃって,私 と,共

に悩んでいた母 とに2時 間以上 もお話 して

下 さいました。テレビのス ピーカーのよう

に,神 様のスピーカー としてお話 しました

とお しゃっていました。娘の ことは信 じて

疑わず に訓練 を続 けなさい,し か し結果 は

神様 にお任せしなさい,と 言われ ました。

また,｢困 難が来る時はチャンスだ と思いな

さい。困難な中でもニ コニコして頑張って

いれば,他 の人々 にも証 とな り,模 範 とな

り,励 ましとなるからです｣と もおっしゃ

い ました。そして教義 と聖約の9章 か ら引

用 されて,｢我 が子よ｣と いう所 を私の名前

｢由 利 よ｣に 代えて読 んでみなさい とおっ

しゃい ました。｢由利 よ,す べから く忍耐せ
な

よ。わが為す こ とには深 き知恵 あれば な

り。｣ま た,｢由 利 よ,つ ぶや くなかれ。か

くのごとく汝 を待遇 したるには深 き智恵わ

れにあればなり。｣確か にその通 りだと思い

ました。

夫はその場で,ス テーキ部長の手によっ

て監督 の職 に按手聖任 され ました。そして

ステーキ部長がお帰 りになってか ら奇跡が

起 こったのです。私のノイローゼがほ とん

ど治って しまったのです。長引 くと思って

いたお医者 さんも驚いていました。ステー

キ部長の衣 に触 り,あ たか もイエス様の衣
いや わずら

に触れて癒 された長血を煩 う.女のように,

私 も癒 され ました。

今では,夫 も元気に監督の職 を努めてお

り,私 もボランティアの方々や母の助 けを

得て,毎 日楽 しく娘の訓練 に励 んでお りま

す。 とても幸せな思いです。 もちろん娘 は

まだ立つことも歩 くことも話すこともでき

ません。 しか し私 は,こ の困難 をあの阿古

屋貝のように努力 して包 み込 み,美 しい真

珠 を作 って神様 にお返 ししたいと思 ってお

ります。(た かせ･ゆ リ1948年 生 まれ,東

京第5ワ ー ド扶助協会教師)
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大阪北ステーキ部岡町第2

ワード部(元 名古屋伝道部

専任宣教師)

西川 敦子
(旧姓･大 坪)
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國
と婚約者西川兄弟 との出会 いは,私

にとっては予期せぬ出来事で した。

今振 り返 ってみると確かに神様 の助 けと導

きを受 けていた ように思います。

ピッピー,ッ ッゥー。UPI,APの ワ

イヤーの音,ひ っきりな しに鳴 る電話の音。

私が働 いているのは,東 京にあるアメ リカ

のテレビ局アジア支局のニ ュース ビューロ

ーです
。

まだ勤め始めて間もない私 は,事 の成 り

行 きを後 から追 ってい くのがやっとです。

この目まぐるしい職場の中で,た だひとつ

救いなのは夕方5時 からアルバイ トで入 っ

て くれるナイ トスタ ッフの5名 の学生さん

たちの存在です。毎 日ひ とりずつ交代でや

って来る彼 らの屈託のない笑顔を見 ると一

日の疲れ もとれ,ホ ッとするのです。 その

中で も西川兄弟(こ の時 はまだ教会員では

あ りません)は,私 に とって人一倍親近感

が持て,オ フィス全体 にいつ も何が しかの

温かみをもたらして くれる人でした。マス

コミの世界にあって彼の存在は,私 の目に

いつも新鮮 に映 りました。

仕事 に慣れて くる と,職 場での伝道 とい

うことを真剣に考え始めました。 そのため

に短い時間なが らも,仕 事 の合 間に,福 音

に添った自分自身の将来の夢 をみんなに少

しずつ話 してい きました。特に驚いた こと

は,ア メ リカのニュースを直接 テレビで伝

えるニュースキャスターの方々がモルモン

について正 しい知識 を持 っていて,非 常に

友好的に私 に接 して下さることでした。

ある日,ヒ ュース トンか ら中国に特派員

が派遣 され ることにな り,そ の特派員の方

が東京に立ち寄 られ ました。その方は私が

モルモ ンであることを他の人から聞いて,

66
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｢や ってみな くてはわか らない｣と 彼が

言 った日から1年 以上の年月が流れ,そ の

間,｢つ ぼみを見つけなさい｣と 言って下 さ

った指導者の言葉をや っと理解できるよう

になりました。｢す なわち,こ れ はまことに

善い種子,善 い言葉に違いな く私の心を大

きく開き,私 の理解力 を増 し,わ たしはよ

うや く善い味を感ずると。｣(アルマ32:28)

主 は すべての事 を御存 じです。私たちが

努力 し,求 めるならば,私 たちの自由意志

の選びによって,身 近 な所で永遠の伴侶 に

巡 り会 えるとい うことを強 く感 じるのです。

この1年,西 川兄弟 の成長 を目の当た り

にし,今 では,彼 から多 くの助け と愛をい

ただいてい ます。そしてこのような経過 を

た どるまで,多 くの人々の助 けと温かい励

ましがあったことを心 より感謝 してい ます。

あす5月27日,西 川兄弟 との神殿結婚 をひ

かえ,彼 のすべてを受 け入れ,細 くて長い

道 をふたりで仲 よ く歩んでいきます。(にし

かわ･あ つ こ1954年 生 まれ,岡 町第2ワ

ー ド部扶助協会教師)

結婚†り仕事に先んじτ
一よリ良いものを得るための選択

東京北伝道部専_(_ノ 瞥一
ステーキ部躍 第3ワ ード部所属)マ ー

新田 元一

識

圏
は改宗してか らも多 くの素晴 らしい

宣教師 に出会いましたが,自 分が宣

教師 になることについては消極的な気持ち
やつかい

しか持っていませ んでした。 自分には厄介

な問題が山ほどあると思い込んでいたので

す。

学生時代に改宗し,卒 業後はある設計事

務所 に勤 めました。 さらに社会人 として ま

だ半人前の うちに,教 会で支部長 という召

しを頂 きました。私な りに努力を重ねたつ

もりですが,会 社 と教会で も自己の能力の

なさ と信仰の弱 さを認 めざるを得ないよう

な状態 に何度 とな く直面 させ られ ました。

ただ,多 くの素晴 らしい指導者や会員の方

方か らの助言 と励 ましを胸に,熱 心に責任

を果たそう とする時,そ れなりに充実感を

味わ うこともあ りました。･

しか し,い つも意識的に避 けようとして

いる思いがあ りました。伝道 に対する思い

です。 その当時,私 には親 しく交際 してい

た姉妹 との結婚 を考 え,さ らに設計士 にな

るための勉強 と支部長 としての責任に全力､

を尽 くしたい と常々思っていました。 そん

な時,み たまが警 告を与 えて くれました。
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神様の愛どみ守りを満身に受け

.雛禦

東京北伝道部専任宣教師(三重地方部

鈴鹿支部所属)

古 鉄 英 治

本人宣教師はアメリカ人宣教師に比

圓べ,多 くの面で犠牲 を払 って伝道に
出ています。大切な会社 をやめて伝道 に出

た り,家 族か らほとん ど手紙 の来 ない人 も

います。私が払 った犠牲はそれ らの人 に比

べ ると小さな ものでした。

私は3年 半前に1枚 の英会話のチラシが

きっか けとな り教会に行 くようにな りまし

た。その頃,宗 教 は弱 い人間がす るものだ

という偏見を持っていましたが,宣 教師の

熱心な教 えと愛に心を動かされ,悔 い改め

てバ プテスマの水 をくぐりました。

教会に入ってか ら私 は段々 と変わってい

きました。神様 の福音が私 を変 えたのです。

しかし,私 は決して模範 的な教会員ではあ

りませんでした。戒めを破 って教会 をお休

み した ことが度々あ りました。

ある安息日の集会で,素 晴 らしい伝道 を

終 えて もうす ぐアメ リカへ帰 ろうとするひ

とりの宣教師が｢神 様のことを一番 よく理

解するには伝道に出ることです｣と 最後の

証を述べ ました。

その証 は私の心に深 く突 き刺さ り,今 の

自分を省みて,こ のままでいいのだ ろうか,

という疑問がわき上が りました。主の再臨

の時,自 分が主のみ前に出て正 しい者であ

るか どうか不安で した。 もっと成長 したい,

もっと神様 に近づきたい,否 定できないよ

うな素晴 らしい証を得たい という思いが胸

の中で強 まりました。私の所属 していた支

部 には何人 も帰還宣教師がい ましたが,彼

らの模範 を見 るにつけ,私 も伝道に出たい

と思うようになりました。

支部長 に伝道に出ることを相談 した とこ

ろ｢19歳 か ら伝道 に出られ ますか ら,古 鉄

兄弟 はあ と1年 半あ ります。その間 にまず

両親の許可を取 り,伝 道資金(当 時,2年 間

の伝道資金 として150万 円 チャレンジされ

ました)を 蓄 え,福 音の系統的な学習を通

して個人の証 を強め,ふ さわしい生活 を送
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